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福
岡
大
学 

「
な
に
こ
れ
？
キ
ー
ワ
ー
ド
」  

 

　F
aculty D

evelopm
ent:

フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
。
略
し
て
Ｆ
Ｄ
。
学
園
通
信
の
愛
称
と
同
じ

で
す
。こ
ち
ら
は
、授
業
内
容
・
方
法
を
改
善
し
、向
上

さ
せ
る
た
め
の
組
織
的
な
取
り
組
み
の
総
称
で
す
。
そ

の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
推
進
し
て
い
る
全
学
的
組
織
が
Ｆ
Ｄ
推

進
委
員
会
。
福
岡
大
学
は
学
生
の
視
点
に
立
っ
た
教

育
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。「
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
」
は

そ
の
一
環
で
す
。
詳
し
く
は
今
号
の
6
〜
9
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
皆
さ
ん
が
今
、福
岡
大
学
に
対
し
て
な
に
を
望
ん
で

い
る
か
。
自
分
の
夢
や
目
標
や
将
来
の
た
め
に
、福
岡

大
学
で
何
が
で
き
る
か
。
何
を
し
た
い
か
。
そ
れ
を
正

確
に
知
る
こ
と
か
ら
教
育
改
革
は
始
ま
り
ま
す
。
大
学

と
学
生
が
相
互
理
解
を
深
め
、そ
の
中
で
よ
り
良
い

選
択
を
し
て
い
く
の
が
「
大
学
教
育
」
の
基
本
だ
と

言
え
ま
す
。

　
つ
ま
り
、皆
さ
ん
の
「
参
加
」
が
す
べ
て
の
始
ま
り

な
の
で
す
。

　
大
学
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、主
体
的
に
学
生

生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。 

授
業
ア
ン
ケ
ー
ト 

福岡大学学園通信 

Vol.10

自
分
の
が
ん
ば
り
が
、

人
へ
の
チ
ア
に
な
る
。 

Summer.
2005

福
岡
大
学
で
鍛
え
ら
れ
た
、 

専
門
知
識
と
技
術
が
 

結
局
は
最
強
の
武
器
に
な
る
。

O
B
・
O
G
メ
ッ
セ
ー
ジ
　
私
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
4
年
間

チャンスのしっぽを
つかむということ。 

Fine Dream

行動。 
始めなければ   
何も始まらない。 

チャレンジ！～若き福大OB・OG、その道の途中から～ 

近藤鉄太郎さん
九州朝日放送 
アナウンサー 

F
D
.N
E
W
S

平
成
18
年
度 

入
学
試
験
要
項
決
定
！

夢
へ
手
を
伸
ば
す
日
々
│
福
大
生
た
ち
の
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ 

No.2

Vol.2
「3大学合同シンポジウム」開催  
 
真摯な学術交流と温かな心の交流が
FUKUOKAで花開いた。

応
え
る
、答
え
る
！ 

大
学
環
境
編 

応
　
援
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このマークは、大学基準協会が
大学基準に適合していると認定
した大学に対して与えるものです。
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九
州
朝
日
放
送

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

Ｏ
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ッ
セ
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ジ
 

私
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チ
ャ
レ
ン
ジ
4
年
間
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名
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教
授
一
覧
 

平
成
18
年
度 

入
学
試
験
要
項
決
定
！ 

チ
ャ
ン
ス
の
し
っ
ぽ
を
つ
か
む
と
い
う
こ
と
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
　
〜
若
き
福
大
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、そ
の
道
の
途
中
か
ら
〜 

26
◎
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
統
合
シ
ス
テ
ム
の
研
究  

◎
臨
床
鍼
灸
の
科
学
的
診
断
・
治
療
シ
ス
テ
ム
の
構
築 

 

誌
上
特
別
講
座 

「
こ
れ
な
ら
わ
か
る
！
研
究
推
進
部
の
研
究
」
 

12
全
体
と
し
て
は
、授
業
に
対
し
て
肯
定
的
な
評
価 

授
業
改
善
へ
の
努
力
が
、少
し
ず
つ
実
を
結
ぶ
。 

2
0
0
4
年
度
前
期
「
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
」
報
告
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夢
へ
手
を
伸
ば
す
日
々
―
福
大
生
た
ち
の
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ 

2021
新
刊
本
紹
介
　
福
大
生
に
こ
の
一
冊
！ 

長
い
間
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。 

そ
し
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
。 

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

【
コ
ラ
ム
】ヘ
ル
シ
ー 

モ
ー
ニ
ン
グ 

レ
シ
ピ
「
か
ら
だ
に
い
い
ヨ
ー
グ
ル
ト
サ
ラ
ダ 

」 
 

【
コ
ラ
ム
】
2
枚
の
写
真
か
ら
│
福
岡
大
学
の
今
、あ
の
頃
│
 

自
分
の
が
ん
ば
り
が
、人
へ
の
チ
ア
に
な
る
。 

「
梅
雨
、鬱
（々
う
つ
う
つ
）と
し
た
天
気
の
よ
う
に
。」
 

イ
ベ
ン
ト 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ハ
ー
ト
・
ダ
イ
ア
リ
ー 

あ
の
日
、あ
の
時
。 

禁
煙
へ
の
前
向
き
な
気
持
ち
を
後
押
し
。 

さ
あ
、み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

地
域
へ
、世
界
へ
。 

情
報
化
基
本
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
4
 

人
に
優
し
い
情
報
環
境
の
実
現
を
目
指
し
て
 

28
な
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ま
通
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3032

「
3
大
学
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催
 

行
く
・
見
る
・
歩
く
・
利
用
す
る

く
る
く
る
福
大
キ
ャ
ン
パ
ス

A
棟
・
国
際
交
流
会
館
 

FDは、このキャンパスで在学生の皆さん一人ひとりが、美しく
素敵な夢（FINE DREAM）を育んでくれるように
との願いを込めるとともに、あわせてFUKUOKA DAIGAKU
の頭文字を構成し、愛称として名付けられています。

　
正
式
に
は
「
九
州
六
大
学
野
球
春
季
リ
ー

グ
戦
対
西
南
学
院
大
学
応
援
合
戦
」
。
新

入
生
が
入
学
し
て
間
も
な
い
4
月
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
の
好
ラ

イ
バ
ル
、西
南
大
と
の
応
援
合
戦
を
経
験

す
る
こ
と
で
愛
校
心
が
芽
生
え
た
人
も
多

い
で
し
ょ
う
。
こ
の
応
援
合
戦
の
歴
史
は

1
9
4
9
年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
記
念

す
べ
き
第
1
回
は
そ
の
年
の
11
月
23
・
24
・

26
日
、場
所
は
西
鉄
春
日
原
駅
近
く
に
あ
っ

た
春
日
原
球
場
。
当
時
は
「
両
大
学
新
聞

部
共
催
・
第
一
回
西
南
学
院
対
福
岡
商
科

大
学
定
期
野
球
大
會
」
と
い
う
名
称
で
し

た
。
両
大
学
の
新
聞
部
が
主
催
し
て
行
わ

れ
た
の
で
す
。
福
岡
大
学
は
ま
だ
、福
岡
商

科
大
学
の
時
代
で
し
た
。
試
合
は
7
│
3

で
福
岡
商
大
の
勝
利
で
し
た
。
そ
れ
か
ら

半
世
紀
以
上
の
歳
月
が
過
ぎ
、そ
し
て
今

年
も
福
西
戦
は
行
わ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
半
世
紀
が
過
ぎ
た
後
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
よ
う
に
。
福
岡
大
学
と
、そ
し
て
西
南

学
院
大
学
の
未
来
に
エ
ー
ル
を
。
 

近
藤
鉄
太
郎
さ
ん

　たとえば目の前に崖があった。さあ、どうする
か。薩摩人はこう叫ぶといいます。「泣こかい、
翔ぼかい、泣こよか、ひっ翔べ!!」。初めてのこ
とには誰もがためらう。心地よい現状からの脱
出はとても難しい。でも初めてを始めなければ
何も変わりません。何もしないより挑戦した方
がいい。「泣こよか、ひっ翔べ!!」。それは若さ
の特権です。

「行動。始めなければ、 
　何も始まらない。」 

福西戦 

福岡大学の 
ある風景 

両校の学生たちと未来に熱いエールを。 

▲熱い応援に華をそえるチアの活躍は
　18ページにて詳しく紹介

◎
図
書
館
シ
ス
テ
ム
編
 

◎
教
育
研
究
シ
ス
テ
ム
編
 

表紙の言葉 

No.2

応
え
る
、答
え
る
！

大
学
環
境
編
 

応
　
援 

真
摯
な
学
術
交
流
と
温
か
な
心
の
交
流
が
 

F
U
K
U
O
K
A
で
花
開
い
た
。
 

　学校法人福岡大学は、外部評価の一環として、株式会
社格付投資情報センター（R&I）から昨年に引き続き発行
体格付け「AA－」（ダブルAマイナス）を取得しました。
　これは、21段階ある格付けの上から4番目という高い評価
であり、本学の歴史や伝統、健全な財政運営に基づいた
教育研究・医療における様々な取り組みが総合的に高く
評価されたものです。
　本学は、この高い評価を維持・向上させるため、今後も教
学と経営の一層の充実に努め、教育力の高い魅力ある学
園づくりを目指します。

学校法人福岡大学が 
「AA－」の格付けを維持 
 

平
成
17
年
度 

福
岡
大
学
特
待
生
が
決
定
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平成18年度 
入学試験要項決定！ 

平成17年度の改革点を踏まえ、  

さらに受験生の立場にたった深化と進化を。  

平成18年度の入学試験要項発表に合わせ、  

今泉入学センター長に話を聞きました。 

NEWS

好
意
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た 

平
成
17
年
度
の
一
般
入
試
改
革 

　
平
成
17
年
度
は
「
受
験
す
る
皆
さ
ん
の
受
験

の
可
能
性
と
機
会
を
広
げ
る
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
、一
般
入
試
の
改
革
を
行
い
ま
し
た
。
主
な

改
革
点
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

●
6
地
区（
広
島
・
長
崎
・
熊
本
・
大
分
・
宮
崎
・
鹿

児
島
）で
本
学
と
同
一
日
程
入
試
を
実
施
 
 

●
8
学
部（
医
学
部
を
除
く
全
学
部
）で
同
一
学
科

併
願
を
可
能
に
 
 

●
医
学
部
で
は
試
験
場
に
大
阪
を
加
え
、本
学
・

東
京
と
の
3
地
区
で
実
施
 
 

●
薬
学
部
で
は
、医
療
薬
学
科
と
生
命
薬
学
科
の

併
願
を
可
能
に
 
 

●
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
で
は
面
接
を
な
く
し
、ス
ポ
ー

ツ
科
学
科
と
健
康
運
動
科
学
科
の
併
願
を
可

能
に
。
さ
ら
に
健
康
運
動
科
学
科
で
は
、実
技

試
験
を
小
論
文
・
書
類
選
考
に
変
更
 
 

●
理
学
部
で
は
、後
期
日
程
入
試（
2
科
目
試
験
）

を
導
入
 
 

●
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
の
学
科
を
さ
ら
に
増

や
し
、7
学
部
22
学
科
で
導
入
 
 

　
こ
の
結
果
、平
成
17
年
度
の
受
験
生
の
総
数

は
、若
干
減
少
し
た
も
の
の
、30
学
科
中
過
半
数

の
学
科
で
は
受
験
生
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。こ

れ
は
受
験
生
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
少
な
か
ら
ず

応
え
た
結
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、受
験
生
が
増
加
し
た
学
科
で
は
入
学
生

の
レ
ベ
ル
が
上
が
る
効
果
も
あ
り
、教
育
の
質
が

高
ま
る
好
循
環
が
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
平
成
18
年
度
は
、こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、さ
ら

に
「
多
様
で
多
才
な
能
力
を
有
す
る
受
験
生
の
可

能
性
を
拓
き
、機
会
を
広
げ
る
」
方
針
で
、従
来

の
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、若
干
の
改
革
を
進
め
ま
す
。

具
体
的
に
は

●
推
薦
入
学（
専
願
制
）指
定
校
制
度
枠
の
拡
充

（
工
業
・
商
業
高
校
、他
） 
 

●
A
O
入
試（
専
願
制
）の
商
学
部
導
入（
人
文
学
部
・

法
学
部
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
と
合
わ
せ
4
学
部
に
） 
 

●
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
を
理
学
部
応
用
数
学

科
で
も
導
入
 
 

●
薬
学
部
6
年
制
導
入
と
併
せ
て
、
募
集
人
員
の

増
加（
1
8
0
人
か
ら
2
3
0
人
に
申
請
予
定
） 
 
 

な
ど
で
す
。

　
Ｂ
方
式
推
薦
入
学
や
A
O
入
試
は
、高
校
教

育
科
目
の
成
績
に
あ
ま
り
と
ら
わ
れ
な
い
「
個

性
の
発
掘
」
を
目
的
と
し
て
、本
学
が
い
ち
早
く

実
施
し
て
き
た
制
度
で
す
。

　
ま
た
、大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
利
用
は
、広

範
囲
な
実
力
・
能
力
を
持
つ
人
材
を
発
掘
す
る
上

で
、と
て
も
重
要
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、時
に
批
判
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、本
学
の
入
試
教
科
・
科
目
は
多
く
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

　
現
在
展
開
し
て
い
る
入
試
制
度
の
特
徴
を
言

え
ば
「
時
間
・
空
間
の
拡
充
＝
機
会
の
拡
充
」

で
す
。『
あ
の
時
、福
岡
大
学
を
受
験
す
れ
ば

良
か
っ
た
』
あ
る
い
は
『
福
岡
大
学
の
、あ
の
学

科
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
ら
…
』
な

ど
と
い
う
後
悔
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

　
少
し
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
が
、

福
岡
大
学
は
「
世
代
を
超
え
、国
・
地
域
を
越

え
、時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
多
様
で
広
い
門

戸
」
を
開
い
て
い
け
る
存
在
と
な
り
た
い
も
の

で
す
。
た
と
え
ば
、社
会
人
入
試
の
改
革
に
よ

る
「
世
代
の
拡
充
」
、留
学
生
・
帰
国
子
女
入

試
の
改
革
に
よ
る
「
国
・
地
域
の
拡
充
」
が
課

題
で
す
。
な
ん
と

い
っ
て
も
、一
人
ひ

と
り
の
人
間
の
可

能
性
は
無
限
な

の
で
す
か
ら
。
大

学
は
そ
の
可
能

性
に
で
き
る
限
り

応
え
る
べ
き
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

　
シ
ス
テ
ム
ば
か
り
を
改
革
・
充
実
さ
せ
て
も
、

そ
れ
が
一
般
に
広
く
知
ら
れ
な
け
れ
ば
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。
入
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
学
で

進
め
ら
れ
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
I
T
化
構
想
と

歩
調
を
合
わ
せ
、
W
e
b
の
利
用
な
ど
を
中

心
に
、広
報
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
や
模
擬
講
義
の
充
実
な
ど
、
対
面
型
の
情

報
発
信
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
こ
の
8
月
に
は
、
私
学
と
国
立
大
学
と
の

垣
根
を
越
え
、
同
じ
総
合
大
学
と
し
て
九
州

大
学
と
一
緒
に
合
同
説
明
会
を
熊
本
・
鹿
児
島
・

広
島
で
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
は
大
変
に
画
期

的
な
こ
と
で
す
し
、そ
の
成
果
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
 

 
さ
ら
に
受
験
生
の
可
能
性
と  

機
会
を
広
げ
る
改
革
を
推
進 

世
代
と
国
・
地
域
、時
間
的
・
空
間
的
に  

多
様
で
広
い
門
戸
と
し
た
い 

入
試
広
報
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を  

さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い 

 今泉 博国 入学センター長
（経済学部教授）
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スポーツ科

人文・法・経済・商・商二・理・工・薬
帰国子女入試 11月  1日（火）～

11月10日（木）

11月26日（土）

11月22日（火）
入学申込金締切 12月16日（金）
入学手続締切 　  3月23日（木）

12月  6日（火）本学（福岡）

スポーツ科

前期 
日程 

人文・法・経済・商・商二・工（機械工・社会デ
ザイン工） 11月  1日（火）～

11月10日（木）
11月22日（火）

11月26日（土） 入学申込金締切 12月16日（金）
入学手続締切　   3月23日（木）

12月  6日（火）本学（福岡）

法・経済・商・商二・薬後期 
日程 

2月23日（木）～
3月  2日（木）   3月  9日（木） 3月23日（木）  3月17日（金）本学（福岡）

法・経済・商・商二・工（機械工・化学システ
ム工）・薬

9月20日（火）～
9月29日（木） 10月  8日（土） 入学申込金締切 11月  4日（金）

入学手続締切  　 3月23日（木）

入学申込金締切   3月  3日（金）
入学手続締切  　 3月23日（木）

10月21日（金）本学（福岡）

2月23日（木）～
3月  2日（木）   3月  9日（木）   3月23日（木）  3月17日（金）本学（福岡）

人文・法・経済・商・理・工・医・薬・
スポーツ科

人文・法・経済・商・商二・理・工・薬・スポー
ツ科

学部留学生入試 12月22日（木）～
  1月  4日（水）

  2月  2日（木）   2月23日（木）本学（福岡）

附属看護専門学校　看護専門課程
附属看護専門 
学校入試 

11月24日（木）～
12月  2日（金）

12月17日（土）   2月  3日（金）  1月19日（木）本学（福岡）

社
会
人
入
試 

 

編
・
転
・ 

学
士
入
試 

前期 
日程 

後期 
日程 

医 

60 

60 

60 

60 

100 

100 

140 

100 

100 

100 

100 

230 

170 

60

 

 

 

 

414 

369 

539 

316 

273 

306 

137 

 

112 

82

37 

37 

37 

37 

65 

65 

98 

65 

60 

70 

75 

143 

55 

25

18 

18 

18 

18 

30 

30 

42 

30 

30 

30 

25 

70 

85 

30

人
　
　
　
文 

法 

商 

経
　
済 

文化 

歴史 

 

英語 

ドイツ語 

フランス語 

東アジア 
地域言語 

法律 

経営法 

経済 

産業経済 

商 

経営 

貿易 

90 

60 

60 

80 

45 

45 

60 

450 

200 

450 

200 

230 

220 

200 

200

220 

172 

175 

316 

109 

122 

155 

5

8 

5 

5 

3 

25 

10 

30 

15 

10 

10 

10 

5

52 

36 

41 

47 

26 

26 

37

28 

19 

19 

25 

14 

14 

20 

140 

60 

149 

66 

65 

60 

55 

45

10

20

10 

 

 

5 

5 

5

213
72

432
37

505
27

590
23

393 
35

999 
80

418 
14

商学部第二部 

235
30

前期
後期

957
62

前期
後期

110
10

前期
後期

231
40

前期
後期

89
30

前期
後期

130
20

前期
後期

125
20

前期
後期

110
20

前期
後期

100
50

前期
後期

前期
後期

前期
後期

前期
後期

前期
後期

前期
後期

前期
後期

前期
後期

学部・学科 入学定員 推薦入学等 

 

一般入試 
大学入試 
センター試験 
利用入試 

AO入試 
平成17年度 
一般入試 
合格者 

理 

工 

薬 

ス
ポ
ー
ツ
科 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

 

5 

10 

 

 

17 

30

5

学部・学科 入学定員 推薦入学等 

 
一般入試 

大学入試 
センター試験 
利用入試 

AO入試 
平成17年度 
一般入試 
合格者 

応用数 

応用物理 

化 

地球圏科 

機械工 

電気工 

 

 

 

建築 

 

薬 

スポーツ科 

 

平成18年度 募集人員 

社会 
デザイン工 

化学 
システム工 

 

※

イラスト 

論文・グループ
ディスカッション

論文・グループ
ディスカッション

本学（福岡）

AO入試 

人文（文化）

法

商

スポーツ科

公開練習会

特別講座

―

―

―

8月  6日（土）～
8月22日（月）

9月  5日（月）～
9月15日（木）

8月  6日（土）～
8月22日（月）

9月  5日（月）～
9月15日（木）

9月  1日（木）～
 9月15日（木）

7月20日（水）～
 8月  1日（月）【前半】
 8月19日（金）【後半】

9月  5日（月）～
 9月15日（木）

  8月26日（金）
  （申込みは当日も可）

一次選考  9月28日（水）

二次選考10月  8日（土）

一次選考  9月28日（水）
二次選考10月15日（土）

  8月26日（金）

  8月10日（水）・29日（月）

  8月  9日（火）・30日（火）
9月  3日（土）

一次選考  9月27日（火）
二次選考10月15日（土）

一次選考  9月28日（水）
二次選考10月11日（火）

入学申込金締切
12月16日（金）

入学手続締切
  3月14日（火）

一次合格10月  3日（月）

二次合格10月21日（金）

一次合格10月  3日（月）
二次合格10月21日（金）
一次合格10月  3日（月）
二次合格10月21日（金）

一次合格10月  3日（月）
二次合格10月21日（金）

―

本学（福岡）

本学（福岡）

本学（福岡）

本学（福岡）

―

―

―

本学（福岡）

本学（福岡）

入試制度 実施学部（学科） 出願期間（必着）※ 試験日等 試験地 合格発表日 入学手続締切日 

平成18年度 入試日程 

A方式 

B方式 

スポーツ 
特別推薦 

公
募
推
薦 

人文・法・経済・商・商二・理・工・医・薬

スポーツ科

経済・工（社会デザイン工）

11月  1日（火）～
11月10日（木）

10月  1日（土）～
10月  7日（金）

11月21日（月）・22日（火）

一次選考10月19日（水）
二次選考11月  4日（金）

11月27日（日）

11月26日（土）

入学申込金締切 12月16日（金）
入学手続締切 　 3月14日（火）

入学申込金締切   1月19日（木）
入学手続締切 　  3月14日（火）

一次合格10月21日（金）
二次合格11月  8日（火）

12月  6日（火）

―
本学（福岡）

本学（福岡）

スポーツ科（健康運動科）
指定校推薦 

人文（文化・歴史・ドイツ語・フランス語・東ア
ジア地域言語）・法・経済・商・商二・理

人文・法・経済・商・商二・理・工・スポーツ
科

11月  1日（火）～
11月  7日（月）

11月19日（土）

11月22日（火）
12月  6日（火）本学（福岡）

1月  6日（金）～
1月20日（金）

大学入試 
センター試験 
利用入試 

大学入試センター試験
1月21日（土）・22日（日）

入学申込金締切 12月16日（金）
入学手続締切 　  3月14日（火）

人文（歴史･英語･ドイツ語･フランス語･東アジア
地域言語)･法･経済･商･商二･理･工(機械工･
電気工･化学システム工･社会デザイン工）･薬

  2月23日（木）― 入学申込金締切   3月  3日（金）
入学手続締切      3月23日（木）

経済（経済）前期日程 

後期日程 

スポーツ科学部 
特別募集 

一
般
入
試 

法・経済・商・商二・理

スポーツ科

スポーツ科（スポーツ科）

医

人文・法・経済・商・商二・理・工・薬・
スポーツ科（健康運動科）

1月  6日（金）～
1月20日（金）

2月23日（木）～
3月  2日（木）

  2月  5日（日）

  2月  6日（月）

  2月  7日（火）

  2月  8日（水）

  3月  9日（木）

  2月  8日（水）・  9日（木）
      2月11日（土）・12日（日）

  2月11日（土）・12日（日）

  2月11日（土）

  2月  4日（土）

本学（福岡）
東　京
大　阪
高　松
広　島
長　崎

熊　本
大　分
宮　崎
鹿児島
那　覇

本学（福岡）
広島　鹿児島

本学（福岡）

入学申込金締切
3月  3日（金）

入学手続締切
3月23日（木）

3月23日（木）

人文（歴史・フランス語）・法（法律）・商（貿易）・
理（応用数・地球圏科）

人文（英語・東アジア地域言語）・法（経営法）・
商（商）・理（応用物理･化）

人文（文化・日本語日本文・ドイツ語）・商（経営）・
工（機械工・電子情報工・社会デザイン工）・薬

経済（産業経済）・商二・工（電気工・化学シス
テム工・建築）スポーツ科（健康運動科）

  2月23日（木）

  3月17日（金）

 

本学（福岡）

広　島
長　崎
熊　本
大　分
宮　崎
鹿児島

東　京
大　阪

本学（福岡）

本学（福岡）

※一般入試前期日程・大学入試センター試験利用入試の出願は締切日消印有効 

209 
15

前期
後期

166 
14

前期
後期

274 
10

前期
後期

226 
12

前期
後期

207 

218
生命
薬学科

医療
薬学科

日本語 
日本文 
 

電子 
情報工 
 

健康 
運動科 
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本
学
の
授
業
に
対
し
て
、
学
生
の
皆
さ
ん

に
よ
る
「
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
、
昨
年
６
月

末
か
ら
７
月
初
旬
に
か
け
て
行
い
ま
し
た
。
前

期
あ
る
い
は
後
期
の
み
に
開
講
し
て
い
る
科

目
も
あ
り
ま
す
の
で
、2
0
0
3
年
度
後
期

と
今
回
の
調
査
で
、１
年
間
の
全
授
業
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
形
に
な

り
ま
す
。（
一
部
科
目
は
別
形
態
で
実
施
し
ま

し
た
。
）

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、2
0
0
3
年
度
後
期

に
続
い
て
、大
規
模
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
対
象
科
目
総
数
２,
９
５
３
科
目
、対
象
教

員
総
数
７
７
２
人
、
授
業
登
録
者
数
延
べ
２１

万
２,
９
４
３
人
を
対
象
と
し
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
、教
員
の
８９
％
、対
象
科
目
の
８６
％
に
お

い
て
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
2
0
0
3
年
度
後
期
と
ほ

ぼ
同
様
の
形
式
で
す
。
無
記
名
で
、14
項
目
の

全
学
共
通
質
問
項
目
、授
業
形
態
ご
と
の
独

自
質
問
項
目
、自
由
記
述
な
ど
か
ら
成
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
全
学
共
通
項
目
に
つ
い
て

ご
報
告
し
ま
す
。
ま
た
、
2
0
0
3
年
度
後

期
と
比
較
し
な
が
ら
、分
析
し
ま
す
。

　
全
学
共
通
質
問
項
目
は
、1
か
ら
5
ま
で
の
数

字
で
回
答
し
ま
す
。
数
字
が
大
き
い
ほ
ど
良
い
評

価
に
な
り
ま
す
。集
計
に
あ
た
っ
て
は
、各
科
目
ご

と
に
こ
の
数
字
を
集
計
し
、平
均
値
を
算
出
し
ま

し
た
。こ
れ
を
科
目
平
均
値
と
し
て
い
ま
す
。こ
の

よ
う
な
形
で
集
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、各
科
目

の
検
討
課
題
が
把
握
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
全
体
的
に
は
、A
Ｉ
10
、A
Ｉ
12
の
２
項
目

を
除
け
ば
、科
目
平
均
値
が
３
以
上
の
科
目
が

大
部
分
を
占
め
ま
す
。
科
目
平
均
値
が
３
以
上

で
あ
る
こ
と
は
、学
生
さ
ん
か
ら
の
授
業
の
評

価
が
肯
定
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。こ
れ

は
前
回
調
査
と
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
で
す
。
全
体

と
し
て
は
、本
学
の
授
業
に
対
し
て
肯
定
的
に

評
価
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
A
Ｉ
14
は
、授
業
で
の
満
足
度
を
問
う
質
問

で
す
。
学
生
か
ら
み
た
授
業
の
印
象
を
決
定
づ

け
る
重
要
な
項
目
で
す
。こ
の
項
目
を
み
る
と
、

約
９
割
の
授
業
で
肯
定
的
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
科
目
平
均
値
が
３
に
満
た
な
い
科
目
と
は
、

学
生
の
多
く
が
否
定
的
評
価
を
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
割
合
と
し
て
少
な
い
も
の
の
、こ

の
よ
う
な
科
目
は
ゼ
ロ
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
科
目
平
均
値
３
未
満
の
科
目
の
割
合
は
、

2
0
0
3
年
度
後
期
と
比
較
す
る
と
、全
項

目
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
後
期
科
目
と
前
期

科
目
と
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
に
は
慎
重

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、前
回
調
査
よ
り

も
否
定
的
評
価
を
受
け
た
科
目
の
割
合
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
各
項
目
ご
と
の
数
値
は
、
全
体
的
に
は
前

回
調
査
と
ほ
ぼ
同
等
の
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、全
学
レ
ベ
ル
で
み
る
と
全
項
目
で
前
回

よ
り
数
値
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。
全
体
的
な

授
業
改
善
が
、少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
進

ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
率
は
、各
科
目
の
登
録

学
生
数
に
対
す
る
回
答
者
の
割
合
で
す
か
ら
、

調
査
時
点
で
の
出
席
率
と
ほ
ぼ
等
し
く
な
り

ま
す
。
調
査
を
実
施
し
た
科
目
の
、延
べ
登
録

者
数
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
総
数
の
割

合
で
み
る
と
66
%（
前
回
は
56
％
）に
な
り
ま

す
。
各
科
目
ご
と
の
回
答
率
の
全
学
平
均
は

76
%（
前
回
は
67
％
）で
す
。
前
期
科
目
と
後

期
科
目
を
比
較
す
る
形
に
な
り
ま
す
の
で
、前

期
科
目
の
試
験
結
果
に
よ
っ
て
後
期
の
出
席

に
影
響
を
与
え
た
り
、就
職
活
動
が
盛
ん
に
な

る
こ
と
を
考
え
る
と
、一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

前
期
科
目
の
方
が
出
席
率
は
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受
け
て
、各
学

部
、セ
ン
タ
ー
等
で
は
、教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ

イ
ク
ル
と
呼
ば
れ
る
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
の
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
に
基
づ
い
て
教
育
シ
ス
テ
ム
や
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
を
進
め
、さ
ら
に
そ
れ
を
検

証
し
て
い
く
と
い
う
一
連
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
活
動
は
教
員
の
中
で
行
わ
れ
る

も
の
が
大
部
分
で
す
の
で
、学
生
の
皆
さ
ん
か

ら
は
見
え
に
く
い
部
分
で
す
が
、次
第
に
実
感

で
き
る
よ
う
な
変
化
と
し
て
結
実
す
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
授
業
環
境
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
、全
学
的

見
地
か
ら
分
析
し
、環
境
の
整
備
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度
と
呼
ば
れ
る
成
績

評
価
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。こ
の

制
度
は
、授
業
成
績
の
評
価
の
厳
密
性
・
透
明

性
を
高
め
、学
生
の
授
業
に
対
す
る
動
機
づ
け

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
同

時
に
教
員
に
も
、こ
れ
ま
で
以
上
に
、教
育
活
動

や
学
生
の
評
価
に
責
任
を
持
た
せ
る
制
度
で
す
。

　
今
後
は
、各
学
部
、セ
ン
タ
ー
等
の
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
の
活
動
を
、学
生
の

皆
さ
ん
に
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、よ
り

積
極
的
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

全
学
規
模
で
の「
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
」
 

全
学
で
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
改
善
 

福
岡
大
学
F
D
推
進
委
員
会

回
答
率
か
ら
見
た
出
席
状
況
 

各
学
部
等
で
の
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
 

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
 

分
析
結
果
 

2004年度前期「授業アンケート」報告
全体としては、授業に対して肯定的な評価   

授業改善への努力が、少しずつ実を結ぶ。 

各質問項目の科目平均値の分布（科目数） 

質問項目  
（5件法　1：全くあてはまらない　2：あまりあてはまらない 

  3：どちらでもない　4：ややあてはまる　5：とてもあてはまる） 

A-1　授業は興味や関心を引くものだった

A-2　授業は理解しやすかった 

A-3　教師の熱意を感じた

A-4　教師の話し方や声は聞き取りやすかった

A-5　板書や視聴覚機器（プロジェクターなど）の使用は適切だった

A-6　教材（教科書・資料・実習教材など）は適切だった

A-7　教師の学生に対する態度は適切だった

A-8　授業の開始時間、終了時間が守られていた

A-9　学習する雰囲気を妨げる行動に対して、適切な対応が行われていた 

A-10 シラバスは役に立った

A-11 シラバスの内容と授業の内容は一致していた 

A-12 オフィスアワーは活用しやすかった

A-13 この授業にはよく出席した

A-14 この授業に満足している

A-1　授業は興味や関心を引くものだった  

 A-2　授業は理解しやすかった  

 A-3　教師の熱意を感じた  

 A-4　教師の話し方や声は聞き取りやすかった  

 A-5　板書や視聴覚機器（プロジェクターなど）の使用は適切だった  

A-6　教材（教科書・資料・実習教材など）は適切だった  

A-7　教師の学生に対する態度は適切だった  

 A-8　授業の開始時間、終了時間が守られていた  

 A-9　学習する雰囲気を妨げる行動に対して、適切な対応が行われていた  

A-10 シラバスは役に立った  

 A-11 シラバスの内容と授業の内容は一致していた  

 A-12 オフィスアワーは活用しやすかった  

 A-13 この授業にはよく出席した  

 A-14 この授業に満足している  

 

2.0未満 2.0以上3.0未満 3.0以上4.0未満 4.0以上 合計 科目 

平均値の 

平均 
科目数 ％ 科目数 ％ 科目数 ％ 科目数 ％ 科目数 ％ 

9 

22 

2 

14 

4 

0 

2 

0 

1 

1 

0 

0 

0 

13 

 

0.4 

0.9 

0.1 

0.6 

0.2 

0.0 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5

233 

382 

121 

233 

308 

166 

86 

51 

93 

721 

197 

913 

4 

234

9.2 

15.0 

4.8 

9.2 

13.4 

7.1 

3.4 

2.0 

3.7 

28.4 

7.8 

49.3 

0.2 

9.2

1551 

1521 

1349 

1295 

1682 

1752 

1503 

1116 

1886 

1767 

2232 

903 

126 

1404

61.0 

59.8 

53.1 

51.0 

73.1 

75.1 

59.1 

43.9 

74.2 

69.6 

87.8 

48.8 

5.0 

55.3

749 

617 

1070 

999 

306 

414 

950 

1374 

561 

51 

112 

35 

2411 

890

29.5 

24.3 

42.1 

39.3 

13.3 

17.8 

37.4 

54.1 

22.1 

2.0 

4.4 

1.9 

94.9 

35.0

2542 

2542 

2542 

2541 

2300 

2332 

2541 

2541 

2541 

2540 

2541 

1851 

2541 

2541

3.68  

3.56  

3.86  

3.77  

3.47  

3.60  

3.84  

3.99  

3.66  

3.16  

3.36  

3.04  

4.43  

3.74 

前回 
（2003年後期） 
の科目平均値 
の平均 

3.64 

3.53 

3.84 

3.76 

3.42 

3.57 

3.83 

3.95 

3.65 

3.08 

3.34 

2.91 

4.36 

3.72

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

回答は以下の5件法
1：全くあてはまらない　
2：あまりあてはまらない
3：どちらでもない　
4：ややあてはまる　
5：とてもあてはまる

各科目ごとに科目平均値を
計算しています。
グラフ中の数字は、科目数。

2.0未満

2.0以上3.0未満

3.0以上4.0未満

4.0以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9 233 1551 749

22 1521 617

2 1349 1070

14 233

382

1295 999

4 308 1682 306

0 166 1752 414

2 86 1503 950

0 51 1116 1374

1 93 1886 561

1 721 1767 51

0 197 2232 112

0 913 903 35

0 4 126 2411

13 234 1404 890

121

法
学
部
で
は
、授
業
内
容
・
方
法
及
び
環
境
等
の
改
善

に
向
け
、教
員
に
よ
る
具
体
的
改
善
及
び
学
部
に
よ
る

改
善
施
策
に
直
結
す
る
よ
う
、2
0
0
4
年
度
前
期

及
び
後
期
に
独
自
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

大
学
の
本
旨
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
の
特
性
等
に
適
合
し
つ

つ
学
生
の
意
見
・
提
案
等
を
十
分
に
生
か
す
こ
と
を
目

標
と
し
、本
報
告
の
よ
う
な
平
均
値
等
の
数
的
処
理
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
分
析
及
び
改
善
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、学
部
F
D
委
員
会
に
よ
り
検

討
し
、法
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
報
告
し
ま
す
。



89

2 0 0 4 年 度 前 期「 授 業 ア ン ケ ー ト 」報 告

授業は興味や関心を引くものだった

授業は理解しやすかった

教師の熱意を感じた

教師の話し方や声は聞き取りやすかった

板書や視聴覚機器（プロジェクターなど）の使用は適切だった

教材（教科書・資料・実習教材など）は適切だった

教師の学生に対する態度は適切だった

授業の開始時間、終了時間が守られていた

学習する雰囲気を妨げる行動に対して、適切な対応が行われていた

シラバスは役に立った

シラバスの内容と授業の内容は一致していた

オフィスアワーは活用しやすかった

この授業にはよく出席した

この授業に満足している

A－  1

A－  2

A－  3

A－  4

A－  5

A－  6

A－  7

A－  8

A－  9

A－10

A－11

A－12

A－13

A－14

全学平均 人文学部専門科目 
1 2

3.68

3.56

3.86

3.77

3.47

3.60

3.84

3.99

3.66

3.16

3.36

3.04

4.43

3.74

3.82

3.64

4.07

3.94

3.55

3.72

4.02

4.10

3.77

3.34

3.53

3.09

4.39

3.86

3 4 5

授業は興味や関心を引くものだった

授業は理解しやすかった

教師の熱意を感じた

教師の話し方や声は聞き取りやすかった

板書や視聴覚機器（プロジェクターなど）の使用は適切だった

教材（教科書・資料・実習教材など）は適切だった

教師の学生に対する態度は適切だった

授業の開始時間、終了時間が守られていた

学習する雰囲気を妨げる行動に対して、適切な対応が行われていた

シラバスは役に立った

シラバスの内容と授業の内容は一致していた

オフィスアワーは活用しやすかった

この授業にはよく出席した

この授業に満足している

A－  1

A－  2

A－  3

A－  4

A－  5

A－  6

A－  7

A－  8

A－  9

A－10

A－11

A－12

A－13

A－14

経済学部専門科目 商学部専門科目 理学部専門科目 
1 2

3.70

3.51

3.88

3.78

3.49

3.57

3.87

3.91

3.64

3.31

3.51

3.12

4.31

3.81

3.87

3.67

4.04

3.97

3.54

3.68

3.99

4.03

3.79

3.33

3.52

3.19

4.39

3.90

3.41

3.21

3.53

3.42

3.28

3.35

3.55

3.76

3.42

3.02

3.19

2.98

4.44

3.41

3 4 5

授業は興味や関心を引くものだった

授業は理解しやすかった

教師の熱意を感じた

教師の話し方や声は聞き取りやすかった

板書や視聴覚機器（プロジェクターなど）の使用は適切だった

教材（教科書・資料・実習教材など）は適切だった

教師の学生に対する態度は適切だった

授業の開始時間、終了時間が守られていた

学習する雰囲気を妨げる行動に対して、適切な対応が行われていた

シラバスは役に立った

シラバスの内容と授業の内容は一致していた

オフィスアワーは活用しやすかった

この授業にはよく出席した

この授業に満足している

A－  1

A－  2

A－  3

A－  4

A－  5

A－  6

A－  7

A－  8

A－  9

A－10

A－11

A－12

A－13

A－14

スポーツ科学部専門科目（講義） スポーツ科学部専門科目（実技） 総合教養科目 
1 2

3.60

3.38

3.74

3.62

3.44

3.50

3.60

3.84

3.61

3.07

3.21

2.96

4.23

3.61

4.11

4.08

4.20

4.10

4.07

4.13

3.89

3.22

3.39

3.11

4.38

4.15

3.41

3.25

3.64

3.63

3.37

3.37

3.64

3.95

3.47

3.11

3.34

2.87

4.34

3.43

3 4 5

集　計　除　外 

集　計　除　外 

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

授業は興味や関心を引くものだった

授業は理解しやすかった

教師の熱意を感じた

教師の話し方や声は聞き取りやすかった

板書や視聴覚機器（プロジェクターなど）の使用は適切だった

教材（教科書・資料・実習教材など）は適切だった

教師の学生に対する態度は適切だった

授業の開始時間、終了時間が守られていた

学習する雰囲気を妨げる行動に対して、適切な対応が行われていた

シラバスは役に立った

シラバスの内容と授業の内容は一致していた

オフィスアワーは活用しやすかった

この授業にはよく出席した

この授業に満足している

A－  1

A－  2

A－  3

A－  4

A－  5

A－  6

A－  7

A－  8

A－  9

A－10

A－11

A－12

A－13

A－14

工学部専門科目（講義） 工学部専門科目（実験） 薬学部専門科目 

3.44

3.23

3.56

3.46

3.41

3.36

3.56

3.80

3.44

3.01

3.21

2.96

4.32

3.45

3.73

3.39

3.67

3.48

3.51

3.64

3.83

3.50

3.04

3.30

3.02

4.60

3.74

3.65

3.51

3.75

3.63

3.45

3.64

3.76

4.02

3.64

3.09

3.32

3.13

4.75

3.67

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

集　計　除　外 

1 2 3 4 5

A－  1

A－  2

A－  3

A－  4

A－  5

A－  6

A－  7

A－  8

A－  9

A－10

A－11

A－12

A－13

A－14

生涯スポーツ論 生涯スポーツ演習 共通教育科目（英語） 

3.70

3.60

3.97

3.82

3.42

3.41

3.71

4.06

3.66

3.01

3.19

2.94

4.31

3.66

4.07

4.08

4.20

4.25

4.19

4.18

3.94

3.25

3.39

3.11

4.53

4.22

3.53

3.57

3.81

3.71

3.46

3.67

3.83

4.03

3.70

3.06

3.28

2.99

4.47

3.71

集　計　除　外 

集　計　除　外 

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

授業は興味や関心を引くものだった

授業は理解しやすかった

教師の熱意を感じた

教師の話し方や声は聞き取りやすかった

板書や視聴覚機器（プロジェクターなど）の使用は適切だった

教材（教科書・資料・実習教材など）は適切だった

教師の学生に対する態度は適切だった

授業の開始時間、終了時間が守られていた

学習する雰囲気を妨げる行動に対して、適切な対応が行われていた

シラバスは役に立った

シラバスの内容と授業の内容は一致していた

オフィスアワーは活用しやすかった

この授業にはよく出席した

この授業に満足している

A－  1

A－  2

A－  3

A－  4

A－  5

A－  6

A－  7

A－  8

A－  9

A－10

A－11

A－12

A－13

A－14

共通教育科目（第２外国語） 教職課程科目 医学部 
1 2

3.75

3.63

3.88

3.73

3.56

3.76

3.89

3.98

3.66

3.11

3.33

2.91

4.46

3.78

4.00

3.88

4.17

4.02

3.56

3.76

4.01

4.17

3.70

3.24

3.43

3.03

4.48

4.03 3.609

3 4 5

集　計　除　外 

集　計　除　外 

集　計　除　外 

集　計　除　外 

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

※実験・実技等の科目の集計にあたっては、授業の性格上一部の項目を集計から除外しています。
※医学部は別形態で実施したアンケートのうち、全学共通項目に相当する部分の集計結果を表示しています。

授業種別ごとの科目平均値の平均 授業種別ごとの科目平均値の平均 

授業は興味や関心を引くものだった

授業は理解しやすかった

教師の熱意を感じた

教師の話し方や声は聞き取りやすかった

板書や視聴覚機器（プロジェクターなど）の使用は適切だった

教材（教科書・資料・実習教材など）は適切だった

教師の学生に対する態度は適切だった

授業の開始時間、終了時間が守られていた

学習する雰囲気を妨げる行動に対して、適切な対応が行われていた

シラバスは役に立った

シラバスの内容と授業の内容は一致していた

オフィスアワーは活用しやすかった

この授業にはよく出席した

この授業に満足している

3.533

3.672

3.772

3.674

3.519

3.883

3.626

3.649

3.491

※実験・実技等の科目の集計にあたっては、授業の性格上一部の項目を集計から除外しています。



Q.A.

応える、答える！ 大学環境編 No.2

皆さんから寄せられる質問や意見に  
しっかりと応える、答えるシリーズ。  
今回は、大学の環境についてです。 

Question & Answer

Ｉ
Ｔ
の
時
代
で
す
。 

僕
ら
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
ど
う
で
す
か
？ 

キ
ャ
ン
パ
ス
の
Ｉ
Ｔ
化
は
も
う
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
本
学
は
、21
世
紀
に
お
け
る
新
し
い
大
学
像

を
求
め
て
、さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
改
革
・
改

善
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
情
報
化
基
本
構
想
」

は
、学
生
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
エ
ン
ロ
ー
ル
メ

ン
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
一

人
ひ
と
り
の
学
生
の
個
性
を
見
な
が
ら
、そ
れ

ぞ
れ
の
目
的
に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
サ
ー
ビ

ス
を
教
職
員
一
体
と
な
っ
て
支
援
す
る
こ
と
）

の
サ
ポ
ー
ト
、事
務
処
理
の
効
率
化
、教
育
研

究
・
医
療
活
動
の
充
実
、業
務
の
効
率
化
を
実

現
し
、他
大
学
と
の
競
争
力
を
強
化
し
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、学
生
カ
ル
テ
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
、w
e
b
上
で
の
履
修
登
録
、オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
よ
る
学
生
へ
の
個
別
情
報
提
供
等
で
一

段
と
学
生
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　
こ
の
5
月
に
行
っ
た「
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
も
第
4
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
昼

夜
を
問
わ
ず
、教
職
員
と
学
生
が
一
体
と
な
り
、

喫
煙
マ
ナ
ー
の
向
上
を
目
指
す
べ
く
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
環
境
マ
ナ
ー
に
関
し
て
は
、学
生
一

人
ひ
と
り
の
自
覚
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
環
境
マ
ナ
ー
と
は
、つ

ま
り
公
徳
心
の
こ
と
で
す
。こ
の
公
徳
心
を
つ

く
る
の
は
「
恥
」
を
知
り
、崇
高
な
も
の
を
「
敬

う
」
心
で
す
。

　
マ
ナ
ー
が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
は
、大
学

と
し
て
の
長
所
の
一
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、そ
れ

は
最
低
限
の
長
所
に
過
ぎ
ま
せ
ん
し
、誇
る
べ

き
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

Q.A.
も
っ
と
キ
ャ
ン
パ
ス
に 

緑
が
欲
し
い
の
で
す
が
？ 

同
感
で
す
。 

ま
だ
足
り
な
い
と 

私
も
思
い
ま
す
。 

　
本
学
で
は
、緑
の
豊
か
さ
、歴
史
お
よ
び
風
格

が
感
じ
ら
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
を
目
指
し
、

2
0
0
1
年
か
ら
緑
化
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
、2
1
4
本
の

樹
木（
苗
木
1
6
3
本
、成
木
51
本
）を
植
樹

し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、ま
だ
足
り
な
い
。あ

る
説
に
よ
れ
ば
、人
の
視
野
の
3
割
以
上
が
緑

で
あ
る
場
合
、人
は
癒
さ
れ
る
と
い
い
ま
す
。ま

た
豊
か
な
緑
は
オ
ゾ
ン
を
つ
く
り
、空
気
を
冷

や
す
効
果
も
あ
る
の
で
す
。 

　
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
キ
ャ
ン
パ
ス
緑
化
推

進
事
業
を
引
き
続
き
進
め
る
こ
と
で
、学
生
、患

者
、教
職
員
を
含
め
、大
学
を
訪
れ
る
す
べ
て
の

人
々
に
、心
の
安
ら
ぎ
を
与
え
る
緑
豊
か
な
環

境
を
整
備
し
、キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
を
思
索
の
場
と

し
て
の「
七
隈
の
杜
」と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q.A.
と
き
ど
き
、タ
バ
コ
の
吸
い
殻
を 

見
か
け
ま
す
ね
？ 

公
徳
心
を
支
え
る
の
は
「
恥
」の
感
覚
だ
と
思
い
ま
す
。 

平成17年度は次のシステムを稼働させる予定です。 

●共通・学籍・就職系サブシステム

●新教育研究システム 

●新公式ホームページ

●新図書館システム

●統合認証システム 

Q.A.
福
岡
大
学
は
人
と
人
と
の
交
流
を 

大
切
に
し
て
い
ま
す
か
？ 

Ｉ
Ｔ
情
報
の
限
界
を
補
う
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。 

　
情
報
量
に
つ
い
て
、作
家
の
開
高
健
は
「
一
冊

の
哲
学
書
よ
り
も
一
滴
の
香
水
」
の
例
え
の
中

で
次
の
よ
う
な
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。

「
鼻
に
あ
る
神
経
の
穂
先
が
何
本
あ
る
の
か

知
ら
な
い
が
、そ
の
神
経
の
穂
先
と
人
生
経
験

が
絡
み
あ
っ
て
惹
き
起
こ
す
イ
メ
ー
ジ
の
多
様

さ
を
考
え
る
と
、ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
の
辞
書
に
あ

る
言
葉
の
数
だ
け
で
は
と
て
も
説
明
し
き
れ

な
い
」
と
。
　

　
Ｉ
Ｔ
情
報
の
限
界
を
補
う
の
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。
本
学
で
は
、以
下
の
よ
う
な
催

事
や
企
画
を
通
じ
、福
岡
大
学
を
核
と
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。
 

●
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
 

　（
福
岡
大
学
卒
業
生
の

　
集
い
） 

　
大
学
と
卒
業
生
の
絆

を
深
め
る
た
め
に
開
催

し
て
い
る
「
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
」
も
、
今
年
で

4
回
目
を
迎
え
ま
す
。

毎
回
、多
く
の
卒
業
生
が

訪
れ
、新
し
く
立
派
に
な
っ
た
学
舎
に
驚
か
れ

る
と
と
も
に
昔
の
学
生
時
代
を
懐
か
し
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。
 

●
父
母
懇
談
会
 
 

　
日
頃
、福
岡
大
学
と
接
す
る
機
会
が
少
な

い
ご
父
母
に
対
し
、大
学
の
近
況
や
修
学
状
況
、

就
職
状
況
な
ど
を
お
伝
え
す
る
た
め
に
「
父

母
懇
談
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
は
北
九
州
、佐
賀
、熊
本
、宮

崎
、広
島
、松
山
地
区
の
6
会
場
で
開
催
、平

成
18
年
度
は
福
岡
、長
崎
、大
分
、鹿
児
島
、

山
口
地
区
の
5

会
場
で
開
催
と
、

各
会
場
と
も
隔

年
で
開
催
す
る

予
定
で
す
が
、地

域
を
限
定
せ
ず
、

い
ず
れ
の
会
場
に

も
参
加
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

 ●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
＆
進
学
相
談
会
 

　
毎
年
、夏
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
＆
進
学

相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
高
校
・
予
備
校

の
生
徒
、保
護
者
、教
師
を
対
象
に
、本
学
の

全
学
部
お
よ
び
附
属
看
護
専
門
学
校
に
関
し

て
の
個
別
相
談
会（
学
部
説
明
会
）、施
設
見

学
、キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
の
ほ
か
、入
試
の
傾
向

と
対
策
、公
開
講
義

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

七
隈
キ
ャ
ン
パ
ス
を
一

日
開
放
す
る
こ
と
で
、

福
岡
大
学
を
体
感
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
度
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

7,
2
9
6
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
教
育
に
お
い
て
「
品
格
」
を
大
切
に

し
ま
す
。
品
格
は
自
然
と
身
に
付
く
も

の
で
あ
っ
て
、具
体
的
に
こ
ん
な
も
の
だ

と
表
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ

り
も
、品
格
を
備
え
る
こ
と
や
品
格
を

感
じ
取
る
眼
力
を
養
う
こ
と
、こ
れ
こ

そ
が
大
学
の
使
命
で
あ
り
教
育
研
究
の

結
晶
と
言
え
ま
す
。

　
そ
う
考
え
る
と
、大
学
の
授
業
が
人

間
形
成
の
全
て
で
は
な
く
、も
っ
と
広
く
、

深
く
、遠
い
彼
方
に
あ
り
そ
う
な
気
が

し
ま
す
。

山下学長からのメッセージ  

学長 山下 宏幸 

人
が
全
て
を
忘
れ
去
っ
た
 

後
に
残
る
の
が
教
養
で
す
 

山下学長に答えて い た だきまし た！
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○
空
気
を
取
り
込

ん
で
廃
棄
物（
生

ご
み
）の
分
解

を
早
め
、自
然

に
戻
す
。 

　
　
中
国
や
東

南
ア
ジ
ア
の
多
雨

地
域
で
は
、埋
立

地
の
表
面
か
ら
雨

水
が
多
量
に
浸
透

す
る
。
雨
水
の
浸

透
を
抑
え
、し
か

も
埋
立
地
表
面
か

ら
の
空
気
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
埋
立
構

造
は
で
き
な
い
も
の
か
。 

　
　
　
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、従
来
は
キ
ャ

ビ
ラ
リ
ー
バ
リ
ア
を
使
用
し
て
き
た
。し
か
し
、こ
の

バ
リ
ア
は
重
量
が
重
い
た
め
、廃
棄
物
層
な
ど
の
不

同
沈
下
が
発
生
す
る
と
、排
水
機
能
な
ど
が
損
な

わ
れ
て
し
ま
う
。 

　
　
こ
の
バ
リ

ア
の
代
わ
り
に
、

「
筒
を
持
つ
孔

開
き
シ
ー
ト
」

を
用
い
る
！

○
雨
水
排
除
率

が
容
易
に
算

定
で
き
る
。 

○
多
雨
地
域
へ
、

雨
量
に
応
じ

た
シ
ス
テ
ム

を
適
用
で
き
る
。 

○
発
生
ガ
ス
を

　
排
除
し
、
空

気
を
取
り
込
む
と
い
う
準
好
気
性
埋
立
構
造
の
特

長
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
。 
 

Case1
産業廃棄物の処理に関する統合システムの研究  
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中国や東南アジアの多雨地域にも合う  
埋立構造を構築して、実用的に設計する。 

誌上
特別講座

研究代表者 平野　文昭 
（工学部助教授） 

 

研究代表者 向野　義人 
（スポーツ科学部教授） 

 

研
究
推
進
部
の
研
究 

も
っ
と
身
近
に
、も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
。  

研
究
推
進
部
の
研
究
活
動
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
。  

今
回
は
「
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
統
合
シ
ス
テ
ム
の
研
究
」
と  

「
臨
床
鍼
灸
の
科
学
的
診
断
・
治
療
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
を
紹
介
し
ま
す
。  

 

1
早わかり 
ポイント 

　
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
で

は
、産
業
の
発
展
に
つ
れ
て
廃
棄

物
の
排
出
量
が
増
加
し
て
お
り
、

こ
の
廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
方
法

の
開
発
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
国
々
の
廃
棄
物
は
、焼

却
施
設
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、大

部
分
が
焼
却
し
て
い
な
い
有
機
物

主
体
の
生
ご
み
で
す
。こ
れ
ま
で

本
学
が
中
心
と
な
っ
て
開
発
し
て

き
た
準
好
気
性
埋
立
方
式
は
、有

機
性
廃
棄
物
の
好
気
性
分
解
を

促
進
さ
せ
る
た
め
、こ
れ
ら
の
国
々

の
廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
に
適
し

た
方
法
で
あ
り
、非
常
に

高
い
関
心
を
持
た
れ
て
い

ま
す
。
準
好
気
性
埋
立

方
式
は
、埋
立
地
の
底
部

の
浸
出
水
集
排
水
管
、ガ

ス
抜
き
管
お
よ
び
埋
立

地
の
表
面
（
最
終
覆
土

層
面
）か
ら
空
気
を
取
り

込
ん
で
廃
棄
物
の
好
気

性
分
解
を
促
進
さ
せ
、排

気
物
を
早
め
に
自
然
に

戻
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、中
国
や
東
南
ア

ジ
ア
の
多
雨
地
域
で
は
、

埋
立
地
の
表
面
か
ら
雨

水
が
多
量
に
浸
透
す
る

た
め
、や
む
な
く
透
水
性
の
低
い

粘
性
土
な
ど
で
最
終
覆
土
層
を

形
成
し
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
で
は

埋
立
地
の
表
面
か
ら
の
空
気
流

入
が
阻
害
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
こ
の
研
究
で
は
、多
雨
地
域
で

も
埋
立
地
表
面
か
ら
の
空
気
を

取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
埋
立

構
造
を
構
築
し
、本
構
造
の
設
計

方
法
の
確
立
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
準
好
気
性
埋
立
方

式
の
機
能
を
保
持
し
た
単
純
な

埋
立
構
造
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

目
指
し
ま
す
。 

こ
の
研
究
を 

な
ぜ
始
め
た
？ 

中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
で

は
、産
業
の
発
展
に
つ
れ
て
廃
棄

物
の
排
出
量
が
増
加
。
そ
の
処
理
・
処

分
方
法
が
急
務
の
課
題
。
何
か
、役
に

立
て
な
い
だ
ろ
う
か
。 

2
早わかり 
ポイント 

こ
の
研
究
の
ユ
ニ
ー
ク 

ポ
イ
ン
ト 

本
学
が
中
心
と
な
っ
て
開
発
し

た
「
準
好
気
性
埋
立
方
式
」
を
基

本
に
、中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
の
多
雨
地

域
に
合
う
構
造
に
改
良
し
た
。
決
め

手
は
独
自
の
発
想
に
よ
る
「
筒
を
持
つ

孔
開
き
シ
ー
ト
」
。
空
気
も
水
も
通
す
。

し
か
も
軽
い
！ 

3
早わかり 
ポイント 

こ
の
研
究
は 

何
に
役
立
つ
？ 

実
用
化
す
れ
ば
、焼
却
施
設
が

少
な
い
た
め
大
部
分
が
生
ご
み
と

な
る
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
の

産
業
廃
棄
物
を
、環
境
を
汚
さ
ず
に

処
分
で
き
る
。
処
分
さ
れ
た
廃
棄
物

は
土
に
還
り
肥
沃
土
と
な
る
。一
石
二

鳥
。し
か
も
コ
ス
ト
は
低
い
！ 

福
岡
大
学
が
中
心
と
な
っ
て
開
発
し
て
き
た 

「
準
好
気
性
埋
立
」
構
造
の
断
面
図 

研
究
早
わ
か
り
チ
ャ
ー
ト

○
ヒ
ト
の
動
き
の
異
常
が
、病
気
の
発

症
や
深
刻
化
に
関
わ
る
と
い
う
仮
説

を
基
本
に
ス
タ
ー
ト
。
 

○
そ
の
動
き
の
異
常
を
感
知
し
、そ
の

動
き
を
改
善
す
る
と
症
状
が
軽
く

な
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
 

○
そ
の
こ
と
を
実
証
す
る
た
め
に
3
D

カ
メ
ラ（
V
I
C
O
N
）を
導
入
、ヒ

ト
の
動
き
を
バ
ー
チ
ャ
ル
化
。
患
者
さ

ん
が
そ
の
映
像
に
合
わ
せ
て
動
く
こ

と
で
、経
絡（
ツ
ボ
）
を
診
断
、健
康

状
態
や
症
状
を
探
る
。
 

○
適
切
な
鍼
灸
診
断
・
治
療
を
行
う
。
 

Case2
臨床鍼灸の科学的診断・治療システムの構築  

 

身体の動きを指標としたシステムで 
容易に行える、受けられる鍼灸に。 

1
早わかり 
ポイント 

　
米
国
国
立
衛
生
研
究
所
の「
鍼
」

に
関
す
る
合
意
声
明
書
が
発
表

さ
れ
て
以
来
、鍼
を
医
療
へ
取
り

込
む
こ
と
へ
の
期
待
は
、今
や
世

界
的
潮
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

う
し
た
状
況
変
化
の
中
で
、私
が

開
発
し
た
、身
体
の
動
き
を
指
標

と
す
る
鍼
灸
の
診
断
・
治
療
法
は
、

客
観
性
や
再
現
性
を
確
保
す
る

と
同
時
に
、効
果
も
従
来
の
方
法

よ
り
的
確
で
、臨
床
医
学
に
応
用

で
き
る
鍼
灸
と
し
て
、高
い
評
価

を
得
ま
し
た
。こ
の
診

断
・
治
療
法
に
は
、人

体
各
部
の
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
を
修
復
す
る
仕
組

み
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

病
気
の
発
現
や
治
癒

に
深
く
関
わ
る
自
律

神
経
系
・
循
環
器
系
・

免
疫
系
な
ど
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

日
常
生
活
の
繰
り
返

し
動
作
で
人
体
各
部

の
動
き
に
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
が
起
こ
り
、そ
れ
が

運
動
器
に
限
ら
ず
、循

環
器
系
や
神
経
系
な

ど
の
症
状
を
誘
発
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

臓
器
別
専
門
医
療
が
中
心
の
現

代
医
学
で
は
、こ
の
現
象
を
把
握
・

分
析
す
る
仕
組
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
本
研
究
は
、ヒ
ト
の
動
き
に
内

在
す
る
こ
れ
ら
の
系
と
の
関
連

性
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、身
体
の

動
き
を
指
標
と
し
た
臨
床
鍼
灸

の
科
学
的
診
断
・
治
療
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
目
的
と
し
て
始
め
ら

れ
ま
し
た
。 

こ
の
研
究
を
な
ぜ
始
め
た
？ 

2
早わかり 
ポイント 

こ
の
研
究
の
ユ
ニ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト 

○
3
D
カ
メ
ラ（
V
I
C
O
N
）を
導
入
、

ヒ
ト
の
動
き
を
バ
ー
チ
ャ
ル
化
。
患
者
さ

ん
は
そ
の
映
像
に
合
わ
せ
て
動
く
。こ
の
こ
と

で
患
者
さ
ん
の
理
解
も
得
や
す
く
な
る
。 
 

○
経
絡（
ツ
ボ
）テ
ス
ト
所
見
チ
ャ
ー
ト
を
開
発
。

従
来
は
鍼
灸
師
の
勘
に
頼
っ
て
い
た
、人
体

3
6
1
の
経
絡
を
、容
易
に
診
断
・
治
療
で
き

る
よ
う
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
。 

3
早わかり 
ポイント 

研
究
早
わ
か
り
チ
ャ
ー
ト

こ
の
研
究
は
何
に
役
立
つ
？ 

ヒ
ト
の
動
き
が
、さ
ま
ざ
ま
な
病
態
で
、

自
律
神
経
系
・
循
環
器
系
・
免
疫
系
な

ど
に
及
ぼ
す
影
響
を
解
き
明
か
す
こ
と
で
、

健
常
者
や
病
人
の
日
常
動
作
が
病
気
と
ど

う
関
連
し
て
い
る
か
を
知
る
と
同
時
に
、新

た
な
治
療
法
を
確
立
で
き
る
。 

ヒ
ト
の
動
き
の
異
常
が
、病
気
の
発
症

や
深
刻
化
に
関
わ
る
と
い
う
向
野
理
論

を
科
学
的
に
証
明
す
る
た
め
。 

課
題
 

現
状
 

提
案
 

1983年九州大学大学院博士後期課程満期退学 
2001年から福岡大学工学部土木工学科
（現社会デザイン工学科）助教授 
専門：地下水工学・廃棄物工学 

1971年九州大学医学部医学科卒業。
1989年から福岡大学体育学部（現
スポーツ科学部）教授 
専門：内科学・東洋医学・
　　 スポーツ医学

準好気性埋立構造断面図 雨水制御機能 

砂層 

礫層 

円筒 
シート 

有孔シートに筒を立てる 
（砂層の下部に礫層を筒より高く敷き詰める） 

廃棄物 

礫層 礫層 
廃棄物層 

浸出水 
空気流入 

排出水 

浸出水調整池 
浸出水集排水管 被覆材層 

流水シート 

周辺土壌 

覆土 
ガス抜管 雨水流水 

貯
留
構
造
物 
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近
藤
鉄
太
郎
は
、セ
ッ
ト
の
奥
で
メ
モ
を
と
っ
て
い
る
。
 

今
日
、し
ゃ
べ
る
こ
と
を
ま
と
め
て
い
る
。
伝
え
る
べ
き
こ
と
を
、正

確
に
、ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
伝
え
る
た
め
に
。
切
れ
切
れ
に
言

葉
が
聞
こ
え
る
。シ
ャ
ド
ー
ボ
ク
シ
ン
グ
の
ジ
ャ
ブ
の
よ
う
。
 

そ
こ
だ
け
、モ
ノ
ク
ロ
の
陰
影
が
濃
く
な
る
。
 

 F
D（
フ
ロ
ア
ー
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）が
大
き
な
声
で
本
番
ま
で
の

時
間
を
告
げ
る
。
 

 「
3
分
前
で
す
」
 

「
2
分
前
で
す
」
 

「
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
、1
分
前
で
す
」
。
 
 

「
45
秒
前
」
。
 

ま
だ
ジ
ャ
ブ
を
打
っ
て
い
る
。
 

「
30
秒
前
」
。
 

近
藤
は
や
っ
と
腰
を
あ
げ
、カ
メ
ラ
の
前
に
立
っ
た
。
 

「
20
秒
前
」
。
 

共
演
者
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
。
 

「
15
秒
前
」
 

「
10
秒
前
」
 

「
5
、4
、3
、2
…
キ
ュ
ー
！
」
。
 
 

 そ
の
瞬
間
、近
藤
が
発
光
し
た
。
色
彩
に
な
っ
た
。
 

 声
が
張
る
。
少
年
が
、
見
つ
け
た
宝
物
の
こ
と
を
誰
か
に
話

し
て
い
る
よ
う
な
表
情
。
C
M
タ
イ
ム
。そ
の
表
情
が
し
ん
と
澄

み
、深
く
な
る
。
時
間
と
段
取
り
を
確
認
す
る
。
大
人
の
、プ
ロ

の
顔
に
な
っ
て
い
る
。
C
M
終
了
。
と
た
ん
に
声
が
張
る
。
少
年

に
な
る
。
少
年
と
大
人
を
何
度
か
繰
り
返
し
て
、本
番
終
了
。
 

 大
き
な
息
を
吐
い
た
。モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
存
在
感
が
、 

近
藤
を
再
び
、包
む
。
 
 

　
現
在
担
当
し
て
い
る
、朝
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
番
組
「
ア
サ
デ

ス
。
」
の
キ
ャ
ス
タ
ー
を
要
請
さ
れ
た
時
の
こ
と
。ス
ポ
ー
ツ
ア

ナ
と
し
て
、よ
う
や
く
自
信
み
た
い
な
も
の
を
持
ち
始
め
た
頃

だ
っ
た
。
不
安
が
あ
っ
た
。「
僕
が
情
報
番
組
の
司
会
？
っ
て
感

じ
で
」
。一
日
考
え
て
、承
諾
し
た
。「
そ
の
代
わ
り
、朝（
こ
の
番

組
）一
本
に
し
て
く
だ
さ
い
」
。
中
途
半
端
な
気
持
ち
で
は
、こ
の

番
組
に
も
担
当
し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
中
継
に
も
迷
惑
が
か
か
る
。

　近
藤
は
、そ
ん
な
こ
と
を
、と
て
も
嫌
う
。
決
断
す
れ
ば
、気
持

ち
は
す
ぐ
に
前
向
き
に
な
る
。
3
度
目
の
、チ
ャ
ン
ス
の
し
っ
ぽ

か
も
し
れ
な
い
。じ
ゃ
あ
、つ
か
も
う
。

　
最
初
の
チ
ャ
ン
ス
の
し
っ
ぽ
は
、大
学
卒
業
後
に
就
職
し
た

テ
レ
ビ
愛
媛
で
つ
か
ん
だ
。
全
国
ネ
ッ
ト
の
朝
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー

番
組
の
中
継
を
担
当
し
た
。
あ
る
日
、ゴ
ル
フ
場
の
名
物
料
理

を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

考
え
抜
い
て
、本
番
。コ
メ
ン
ト
の
言
い
回
し
、表
現
、間
、リ
ズ

ム
。
割
り
当
て
ら
れ
た
2
分
間
に
ピ
タ
ッ
と
は
ま
っ
た
。
自
分
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
を
見
つ
け
た
気
が
し
た
。
誰
に
も
褒
め
ら

れ
な
か
っ
た
け
ど
、手
ご
た
え
が
あ
っ
た
。ビ
シ
ッ
。シ
ャ
ド
ー
ボ

ク
シ
ン
グ
の
ス
ト
レ
ー
ト
が
見
え
な
い
顔
面
に
ク
リ
ー
ン
ヒ
ッ
ト

し
た
。つ
か
ん
だ
。

　
2
度
目
の
チ
ャ
ン
ス
の
し
っ
ぽ
は
、1
9
9
9
年
。
K
B
C

が
募
集
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
の
中
途
採
用
に
応
募
し
た
時
。た
っ

た
2
人
の
採
用
。
近
藤
に
と
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
は
、学
生
時

代
か
ら
の
あ
こ
が
れ
だ
っ
た
。
迷
わ
ず
に
試
験
を
受
け
た
。
受

か
っ
た
。
2
0
0
0
年
1
月
1
日
入
社
。や
っ
と
故
郷
に
帰
れ

た
気
が
し
た
。
福
岡
に
は
母
校
が
あ
る
。よ
う
や
く
本
当
の
自

分
に
帰
れ
た
気
が
し
た
。
そ
の
年
の
5
月
、ホ
ー
ク
ス
対
ラ
イ

オ
ン
ズ
戦
を
中
継
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
中
継
は
、一
瞬
に
す
べ
て
が

凝
縮
さ
れ
る
。
綿
密
な
下
取
材
が
、膨
大
な
知
識
が
、絶
妙
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、適
切
な
言
葉
を
生
む
。シ
ャ
ド
ー
ボ
ク
シ
ン
グ

の
時
間
が
増
え
た
。
近
藤
は
、そ
し
て
つ
か
ん
だ
。
2
0
0
3

年
に
は
ホ
ー
ク
ス
の
日
本
一
を
体
験
。
晴
れ
の
リ
ン
グ
に
、近
藤

は
立
っ
て
い
た
。
そ
し
て
今
、朝
の
家
庭
向
け
の
番
組
で
、3
度

目
の
チ
ャ
ン
ス
の
し
っ
ぽ
を
し
っ
か
り
と
つ
か
ん
で
い
る
。

「
一
日
だ
け
考
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

上
司
に
そ
う
頼
ん
だ
ん
で
す
よ
」
 

「
タ
ケ
ノ
コ
と
鰹
の
カ
レ
ー
だ
っ
た
ん
で
す
。
 

そ
の
個
性
的
な
味
を
ど
う
伝
え
る
か
、 

言
葉
で
ど
う
表
現
す
る
か
」
 

KBCテレビスタジオにて
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こんどう・てつたろう  PROFILE 
1972年12月23日生まれ。長崎県小値賀町出身。
1995年福岡大学法学部卒業。テレビ愛媛にア
ナウンサーとして入社。「めざましテレビ」の中継
などを担当。2000年、九州朝日放送へ。スポー
ツアナを経て、現在「アサデス。KBC」「アサデス。
九州・山口」などを担当中。 

モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
存
在
感
を
持
つ
人
が
い
た
。
 
 

そ
の
瞬
間
、近
藤
が
発
光
し
た
。
色
彩
に
な
っ
た
。
 
 

と
た
ん
に
声
が
張
る
。
少
年
に
な
る
。
 
 

3
度
目
の
、チ
ャ
ン
ス
の
し
っ
ぽ
を
つ
か
も
う
。
 
 

手
ご
た
え
が
あ
っ
た
。ビ
シ
ッ
。
 

テ
レ
ビ
の
ス
タ
ジ
オ
は
遊
園
地
。
映
り
が
良
い
よ
う
に
、
鮮
や
か
な
色
彩
。
 

セ
ッ
ト
は
大
き
な
積
み
木
。
ま
ぶ
し
い
ラ
イ
ト
。
華
や
か
で
、
と
て
も
軽
い
質
感
。
 

そ
の
中
で
、ひ
と
つ
。
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
存
在
感
を
持
つ
人
が
い
た
。
 

チ
ャ
ン
ス
の
し
っ
ぽ
を
つ
か
む
と
い
う
こ
と
。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
〜
若
き
福
大
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、そ
の
道
の
途
中
か
ら
〜 

九
州
朝
日
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
 
近
藤
鉄
太
郎
さ
ん
 



福
大
っ
て
い
う
の
は
凄
い
で
す
ね
。
 
 

絶
句
す
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
か
っ
こ
い
い
。
 
 

正
確
に
、
迅
速
に
、
そ
し
て
 

誠
実
と
温
か
み
の
あ
る
伝
え
方
。
 

　
近
藤
鉄
太
郎
は
、1
9
7
2
年
に
長
崎
県
小
値
賀
町
で

生
ま
れ
た
。「
野
球
が
大
好
き
な
」
少
年
だ
っ
た
。
好
き
な
球

団
は
、当
時
の
大
洋
ホ
エ
ー
ル
ズ（
現
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
）。「
テ

レ
ビ
の
野
球
中
継
が
セ
・
リ
ー
グ
し
か
な
か
っ
た
ん
で
す
」（
笑
）。

地
元
の
北
松
西
高
校
に
進
学
し
た
頃
か
ら
、

福
岡
大
学
の
大
学
案
内
を
見
て
「
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
研

究
愛
好
会
」
の
存
在
を
知
る
。「
そ
れ
だ
け
で
も
う
、決
め

ま
し
た
」（
笑
）。

 
ア
ナ
研
で
は
「
七
隈
祭
」
で
発
表
し
た
D
J
番
組
が
忘
れ
ら

れ
な
い
。
地
元
の
放
送
局
報
道
部
で
の
バ
イ
ト
も
1
年
半
続
け

た
。
3
年
次
の
終
わ
り
に
は
K
B
C
の
「
ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
養
成
講
座
」
を
受
け
た
。
4
年
次
、放
送
局
を
か
た
っ
ぱ
し

か
ら
受
け
る
。ア
ナ
研
の
先
輩
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
部
長
と
し
て
、

テ
レ
ビ
愛
媛
に
い
た
。
6
月
に
受
け
て
最
初
に
合
格
通
知
を
も

ら
っ
た
。「
愛
媛
の
放
送
局
に
先
輩
が
い
る
ん
で
す
よ
。
福
大
っ

て
い
う
の
は
凄
い
で
す
ね
」
。
近
藤
に
、チ
ャ
ン
ス
へ
の
道
を
開
い

た
の
は
、福
大
と
、そ
の
人
脈
か
も
し
れ
な
い
。
 

　
同
僚
の
近
藤
評
。「
ま
じ
め
で
無
口
」
。「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
人
」
。

「
競
馬
が
好
き
」
。「
研
究
熱
心
」
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
印
象
と
合

わ
せ
て
、見
え
て
く
る
の
は
真
面
目
さ
と
誠
実
さ
。
本
番
前
に

感
じ
た
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
存
在
感
は
、真
摯
な
生
き
方
の
反
映
。

決
し
て
暗
い
の
で
は
な
く
、深
い
の
だ
。
 

　
本
番
に
な
れ
ば
、そ
の
深
さ
が
発
光
す
る
。
見
る
人
を
と
ら

え
て
し
ま
う
、底
光
り
の
華
や
か
さ
を
生
む
。
 

近
藤
の
夢
。

 近
藤
が
伝
え
た
い
こ
と
。「
子
ど
も
た
ち
に
、僕
が
感
じ
た
感

動
や
勇
気
を
伝
え
た
い
。
無
垢
な
感
性
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
届

け
た
い
」
。
 

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
、こ
ち
ら
の
難
し
い
質
問
に
、近
藤
は
沈
黙

し
た
。
黙
っ
て
数
十
秒
間
、考
え
て
い
た
。
懸
命
に
こ
ち
ら
の
趣

旨
を
汲
み
取
り
、自
分
の
答
え
を
見
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
。

モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
存
在
感
が
大
き
く
増
し
た
。
絶
句
す
る
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
。そ
の
矛
盾
が
、か
っ
こ
い
い
。
 

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
、近
藤
は
玄
界
島
へ
地
震
後
の
取
材
に
向

か
っ
た
。
そ
の
翌
日
の
朝
、最
大
の
余
震
が
あ
っ
た
。
放
送
は
見

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、想
像
は
で
き
る
。
正
確
に
、迅
速

に
、そ
し
て
誠
実
と
温
か
み
の
あ
る
伝
え
方
＝
ア
ナ
ウ
ン
ス
。

子
ど
も
た
ち
を
も
安
心
さ
せ
、勇
気
を
与
え
る
よ
う
な
。
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高
校
時
代
か
ら
、ど
ち
ら
か
と

い
う
と
数
学
な
ど
が
得
意
で
、し

か
も
公
務
員
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
。
理
系
の
公
務
員
と
い
え
ば
土

木
関
係
か
な
、と
い
う
気
持
ち
で

入
学
し
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
学

科
で
学
ん
で
い
る
う
ち
に
、や
っ
ぱ

り
民
間
の
企
業
で
自
分
の
実
力

を
発
揮
し
た
く
な
っ
て
。
就
職
活

動
を
始
め
た
の
は
、3
年
次
の
3

月
か
ら
で
し
た
。
そ
の
頃
に
求
人

票
で
見
つ
け
た
の
が
現
在
の
会
社

で
す
。Ｏ
Ｂ
の
方
が
勤
務
し
て
い

る
と
聞
き
、ま
ず
会
社
を
訪
ね
て

相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

試
験
は
4
年
次
の
6
月
。
小
論

文
と
面
接
で
し
た
。
面
接
で
は
何

を
専
攻
し
た
の
か
聞
か
れ
た
の
で
、

私
が
ゼ
ミ
で
研
究
中
だ
っ
た
「
再

生
骨
材
」
の
話
を
し
ま
し
た
。か

な
り
真
剣
に
打
ち
込
ん
で
い
た
の

で
、深
く
話
せ
た
と
思
い
ま
す
。

ど
う
や
ら
、そ
の
こ
と
が
決
め
手

に
な
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
1
週
間

後
に
は
内
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

振
り
返
る
と
、
結
局
は
自
分
が

真
剣
に
学
ん
だ
専
門
知
識
や
技

術
が
、何
よ
り
の
武
器
に
な
る
ん

で
す
ね
。
特
に
理
系
の
場
合
は

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
話
し
方
に

も
当
然
熱
が
こ
も
る
し
、研
究
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い

る
み
た
い
な
も
の
で
す
か
ら
「
自

分
の
言
葉
」
で
話
せ
ま
す
。
付
け

焼
刃
の
情
報
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り

の
受
け
答
え
よ
り
、よ
ほ
ど
印
象

に
残
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

最
初
に
先
輩
を
訪
ね
た
こ
と
も

正
解
で
し
た
。一
番
親
身
に
相
談

に
乗
っ
て
く
れ
る
の
は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
で
す
。
そ
の
点
で
は
福
岡
大

学
は
恵
ま
れ
て
い
ま
す
ね
。
卒
業

生
20
万
人
の
人
脈
と
い
う
の
は

大
き
な
財
産
で
す
。
 

福
岡
大
学
で
鍛
え
ら
れ
た
、 

専
門
知
識
と
技
術
が 

結
局
は
最
強
の
武
器
に
な
る
。

工学部土木工学科
（現社会デザイン工学科）

1999年卒業
西日本技術開発株式会社勤務

円田 竜太さん 

○
学
ん
だ
専
門
知
識
と
技
術
が
、 

　
基
本
に
し
て
最
強
の
武
器
だ
！
 
 

 ○
積
極
的
に
先
輩
を
訪
ね
よ
う
。 

　
20
万
人
の
卒
業
生
は
 

　
福
岡
大
学
だ
け
の
メ
リ
ッ
ト
。 

 ○
面
接
度
胸
を
つ
け
る
た
め
に
、 

　
で
き
れ
ば
何
社
か
の
 

　
面
接
を
受
け
よ
う
。 
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理系で通用する公務員といえば土木関係と思い土木工学科へ。

授業のかたわら、工学に関係のないバイトに精を出す。（サンドイッチを作ったことも！） 

3月、方針変換、民間企業を目指す。

4月、まずＯＢを訪ねる。 

6月、小論文と面接。 

1週間後、内定通知。

ここはディレクターがスタジオへ指示を与え、
様々な機器のスイッチングを行うテレビ副調整室だ

担当者に 
聞く 

　
私
は
2
年
前
か
ら
面
接
官
を
し
て
お

り
ま
す
の
で
、彼
を
直
接
に
面
接
し
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、彼
の
話
を
聞

い
て
「
な
る
ほ
ど
」
と
思
い
ま
し
た
。
現

在
は
昔
の
よ
う
に
「
採
用
し
て
育
て
る
」

時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
企
業
は
即
戦

力
を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
の
見
極
め
は

ど
れ
だ
け
「
専
門
知
識
と
技
術
」
を
有

し
て
い
る
か
で
す
。
彼
は
自
分
の
研
究
テ
ー

マ
を
熱
心
に
語
っ
た
と
言
い
ま
し
た
が
、

そ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

も
大
切
で
す
。
能
弁
で
は
な
く
、人
を

説
得
す
る
熱
弁
で
す
。
ま
た
、先
輩
が
大

切
と
も
言
い
ま
し
た
が
、私
も
福
岡
大

学
Ｏ
Ｂ
の
一
人
と
し
て
、そ
の
通
り
だ
と

思
い
ま
す
。
な
る
ほ
ど
、彼
が
採
用
に
な
っ

た
わ
け
で
す
。

岩吉 啓輔さん 
西日本技術開発株式会社
土木管理部部長

即
戦
力
の
見
極
め
は
、 

そ
の
人
間
が
持
つ
、 

専
門
知
識
と
技
術
で
す
。 

「
近
藤
ト
ー
ク
の
完
成
。
 

誰
の
も
の
で
も
な
い
、 

自
分
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
を
創
る
こ
と
」
 

野
球
そ
の
も
の
よ
り
も
、野
球
中
継
の
 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
あ
こ
が
れ
る
。
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夢へ手を伸ばす日々 

福 大 生 たちのグラフィティ 

 

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
日
。 

「
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
！
」

自分のがんばりが、人へのチアになる。 
チアリーダー部

応　援 

C h e e r  L e a d i n g

Fukuoka University
Graffiti

Fukuoka University Graffiti

明
日
は
い
よ
い
よ
伝
統
の
福
西
戦
。 

今
日
は
無
理
せ
ず
、体
調
を
整
え
て
。

修
学
旅
行
の
よ
う
な
バ
ス
の
中
。 

ど
き
ど
き
と
、そ
わ
そ
わ
と
。 

ド
ー
ム
で
の
演
技
を
楽
し
も
う
！ 

み
ん
な
で
声
を
か
け
合
っ
て
。 

チ
ア
は
多
く
の
人
へ
、

そ
し
て
自
分
へ
の
チ
ア
。

「緊張してくると、なぜか笑いが出ちゃうんだ
よね」
チアは、情宣ステージでの勧誘トップバッター。
そろそろ開始時間 

ベースで支えるメンバーと、上段に立つメ
ンバーの信頼なくしては、大技はできない。

今日はめずらしく、ザ・ビッグライフ（スポー
ツバー）が控え室！かなりゴージャスな
気分で、試合までの時間を過ごす 

始球式でバットを振る山下学長。いよいよ試
合開始

福西戦当日。修学旅行のように楽しげなバスの中

 出番直前で緊張！しているかと思いきや…。
さすが、「笑顔がいのち」のチア！

何種類かあるチアのT
シャツ。「筋欲」の文字
は、パンチがある

　
４
月
11
日
。今
日
は
新
入
生
へ
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
日
。チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
の
み
ん
な
、

か
な
り
緊
張
し
て
い
ま
す
。オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
披
露
す
る
演
技
の
内
容
は
、福
西
戦
向
け

に
練
習
し
て
い
る
も
の
。「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動

き
で
1
年
次
生
に
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
し
な
い

と
」
と
4
年
次
生
の
平
さ
ん
。
12
時
10
分
、2

限
目
終
了
。一
気
に
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
演
技
が
始
ま
っ
た
瞬
間
、ぱ
ぁ
っ
と
明
る
く

な
っ
た
情
宣
ス
テ
ー
ジ
。チ
ア
は
、笑
顔
が
命
。

き
つ
く
て
も
、笑
顔
は
絶
や
し
ま
せ
ん
！
そ
れ

に
、ぴ
ん
と
伸
び
た
手
足
。は
つ
ら
つ
と
し
た

動
き
で
、情
宣
ス
テ
ー
ジ
を
沸
か
せ
ま
す
。「
入

部
し
た
当
初
は
体
が
硬
か
っ
た
ん
で
す
よ
。で

も
、毎
日
ス
ト
レ
ッ
チ
し
て
、や
っ
と
体
が
伸
び

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
幹
事
の
吉

村
さ
ん
。バ
レ
エ
経
験
者
は
た
っ
た
2
人
し
か

い
な
い
そ
う
で
す
。
段
の
一
番
上
で
満
面
の
笑

み
を
見
せ
る
、2
年
次
生
の
井
下
さ
ん
。実
は
、

じ
ん
帯
が
切
れ
た
ま
ま
な
ん
で
す
。
昨
年
7

月
の
九
州
大
会
2
日
前
、着
地
に
失
敗
し
て

骨
折
、じ
ん
帯
断
絶
。
そ
れ
に
も
め
げ
ず
、リ

ハ
ビ
リ
を
が
ん
ば
っ
た
お
か
げ
で
、回
復
も
早

か
っ
た
と
か
。
演
技
は
あ
っ
と
い
う
間
に
5
分

ほ
ど
で
終
了
。ち
ょ
っ
と
乱
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
け
ど
、み
ん
な
楽
し
ん
で
演
技
が
で
き
た
よ

う
で
、ほ
っ
と
一
息
で
す
。

　
12
日
19
時
。
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
た
キ
ャ

ン
パ
ス
。
第
一
記
念
会
堂
か
ら
、光
と
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
の
音
、そ
し
て
元
気
な
か
け
声
が
も

れ
て
き
ま
す
。
今
日
は
、ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
、

応
援
団
、チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
の
最
終
音
合
わ

せ
。ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
や
ア
メ
フ
ト
の
応
援
は

チ
ア
だ
け
だ
け
ど
、野
球
は
3
部
合
同
な
の

で
、さ
ら
に
気
合
い
が
入
り
ま
す
。

　
何
曲
も
音
合
わ
せ
を
し
、動
き
を
確
認
し

て
い
き
ま
す
。
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
丁
寧
な
音

調
整
。
応
援
団
の
ド
ス
の
き
い
た
声
。
各
部

の
幹
事
が
連
絡
を
取
り
合
っ
て
調
整
し
た

貴
重
な
時
間
で
す
。
自
然
と
動
き
も
テ
キ
パ

キ
と
し
ま
す
。
緊
張
感
、か
な
り
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
明
日
は
い
よ
い
よ
本
番
。

　
13
日
。つ
い
に
や
っ
て
き
た
福
西
戦
の
日
。

13
時
30
分
、応
援
部
隊
が
3
台
の
バ
ス
に
分

乗
し
、福
岡
ヤ
フ
ー
ド
ー
ム
へ
出
発
。チ
ア
リ
ー

ダ
ー
部
は
16
人
全
員
参
加
。バ
ス
の
中
は
、ワ

イ
ワ
イ
と
し
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
ム
ー
ド
。
修
学
旅

行
の
よ
う
な
バ
ス
の
中
で
、ひ
と
き
わ
笑
い
を

誘
っ
て
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
の
が
、2
年

次
生
の
篠
崎
さ
ん
。「
入
学
し
て
す
ぐ
、チ
ア

に
入
部
し
ま
し
た
。
先
輩
た
ち
の
カ
ワ
イ
さ

に
魅
せ
ら
れ
て
…
」
と
話
し
ま
す
。ほ
か
に
も
、

「
先
輩
に
あ
こ
が
れ
て
」
と
い
う
入
部
動
機

の
人
は
多
い
よ
う
で
す
。
 

　
福
岡
ヤ
フ
ー
ド
ー
ム
に
着
き
、ひ
と
ま
ず

控
え
室
ヘ
。
前
の
試
合
が
よ
う
や
く
7
回

に
突
入
し
た
頃
、控
え
室
か
ら
ゲ
ー
ト
の
ロ

ビ
ー
へ
移
動
し
ま
す
。ロ
ビ
ー
で
動
き
の
最

終
チ
ェ
ッ
ク
。
試
合
の
応
援
は
楽
し
み
だ
け
ど
、

7
回
裏
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
こ
と
を
考
え
る

と
、何
だ
か
そ
わ
そ
わ
。み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に

体
を
動
か
し
て
、緊
張
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

　
16
時
20
分
、始
球
式
の
あ
と
、い
よ
い
よ
福

西
戦
の
開
幕
で
す
。ナ
イ
ン
を
盛
り
上
げ
る

た
め
、攻
め
の
時
も
守
り
の
時
も
、壇
上
と
通

路
の
立
ち
位
置
を
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
、絶

え
ず
声
を
出
し
て
応
援
。バ
ス
の
中
で
間
に

合
わ
せ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
の
お
か
げ
で
、息
の
合
っ

た
応
援
が
で
き
て
い
ま
す
。ど
ん
ど
ん
と
得
点

を
重
ね
る
福
大
ナ
イ
ン
。い
い
調
子
で
す
！

7
回
表
、西
南
学
院
大
学
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
自
分
た
ち
の
事
の
よ
う
に

息
を
の
ん
で
見
守
り
ま
す
。こ
の
イ
ニ
ン
グ
が

終
わ
れ
ば
、今
度
は
自
分
た
ち
の
番
。
ド
ー

ム
で
の
演
技
、楽
し
も
う
！
と
、み
ん
な
で
声

を
か
け
合
っ
て
。
 

　
7
回
裏
、一
斉
に
芝
生
へ
駆
け
出
し
ま
す
。

体
勢
を
整
え
て
、音
楽
ス
タ
ー
ト
！
情
宣
ス

テ
ー
ジ
で
は
す
こ
し
乱
れ
た
部
分
も
、今
回

は
O
K
！
。ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
も
き
れ
い
に
ま
と

ま
り
ま
し
た
。球
場
全
体
か
ら
の
温
か
い
拍
手
。

み
ん
な
大
満
足
で
す
。
試
合
は
7
│
0
で
、

福
大
の
圧
勝
。応
援
の
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
春
の
予
定
は
、新
入
生
歓
迎
ピ
ク

ニ
ッ
ク
と
5
月
の
全
日
本
選
抜
大
会
。こ
の

大
会
で
4
年
次
生
は
引
退
で
す
。
本
当
は

昨
年
の
12
月
で
引
退
す
る
は
ず
だ
っ
た
の
で

す
が
、後
進
の
育
成
の
た
め
に
好
意
で
全
員

が
残
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

　
先
輩
た
ち
の
好
意
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、

が
ん
ば
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。ガ
ン
バ
レ
、

自
分
。
そ
の
が
ん
ば
り
が
、人
へ
の
何
よ
り
の

チ
ア（
応
援
）に
な
る
と
、部
員
た
ち
は
信
じ

て
い
ま
す
。
現
在
、新
入
部
員
は
4
人
。
10
人

確
保
が
目
標
で
す
！
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新

刊

本

紹

介 

福
大
生
に
こ
の
一
冊
！ 

教
職
員
・
O
B
・
O
G
が
お
す
す
め
し
ま
す
 

定年退職者 

［教育職員］

教　授

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

助教授

講　師

助　手

平成17年3月31日付 

福 岡 大 学

山中　豊国

冨永　佳也

百武　　秀

大島　健司

西丸　雄也

都　　温彦

北原　滋夫

八尾　恒良

西川　　博

坂口　正剛　　

藤城　直二

（商  学  部）

（理  学  部）

（工  学  部）

（医  学  部）

（　　〃　　）

（　　〃　　）

（スポーツ科学部）

（福岡大学筑紫病院）

（理  学  部）

（福岡大学筑紫病院）

（医  学  部）

［事務職員］

［教育技術職員］

［労務職員］

参　事

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

技　師

技師補

医療補助員

楢崎洋二郎

佐藤　誠司

小澤　一也

井手　　正

山田　利秋

安部　伸行

友原　和子

水本　秀志

岸本真理子

肥後　勝江

（参与・学長付）

（主査・事務局長付）

（主査・医学部事務課）

（主査・学生課）

（主査・学術情報課）

（主査・入学センター事務室）

（管理課）

（工  学  部）

（アニマルセンター）

（福岡大学病院看護部）

長い間ごくろうさまでした。そして本当にありがとう。 
 

定年退職者・名誉教授一覧 Special Thanks!

福岡大学を愛し、福大生を慈しみ、そして教育研究にご尽力いただいた方々が 

その任を全うして定年を迎えられました。 

6月16日、長年にわたる功績を称え、8人の先生に名誉教授の称号が授与されました。 

別れは寂しいものですが、これからは第二の人生を悠々とお過ごしください。 

私たちは皆さま方のことを決して忘れはいたしません。 

 

8人が福岡大学名誉教授に 

氏　名 教　授　歴 役　職　歴 在 職 期 間 学部 

商

理

工

医

〃

〃

〃

昭42．10．1～平17．3．31 （37年6カ月）

昭45．4．1～ 平17．3．31  （35年）

昭41．10．1～ 平17．3．31  （38年6カ月）●研究科長 ●研究推進部長 ●評議員

●研究推進部長（総合研究所長） ●評議員

●看護専門学校長 昭48．4．1～ 平17．3．31  （32年）

やまなか　 とよくに

ふりがな

おおしま　 けんじ

昭50．10．1～平17．3．31 （29年6カ月）

昭48．10．1～平17．3．31 （31年6カ月）

昭54．4．1～平17．3．31 （26年）

昭53．4．1～平17．3．31 （27年）

ひゃくたけ　  ひいず

とみなが     よしや

山中　豊国

冨永　佳也

百武　　秀

大島　健司

西丸　雄也

都　　温彦

八尾　恒良

北原　滋夫

にしまる  　かつや

きたはら    しげお

や お　 つねよし

みやこ　    はるひこ
昭58．4．1～平17．3．31 （22年）

昭60．6．1～平17．3．31 （19年10カ月）

昭63．10．1～平17．3．31 （16年6カ月）

昭62．4．1～平17．3．31 （18年）

●筑紫病院長 ●評議員

●評議員

昭48．4．1～ 平17．3．31  （32年）

昭46.9.25～平17.3.31 （33年6.2カ月）

昭54．6．1～ 平17．3．31  （25年10カ月）

昭44．4．1～ 平17．3．31  （36年）

福岡大学の教職員、OB・OGの方で 
新刊本の紹介を希望される場合は、 
下記の要領でお申し込みください。 

1. 対象　市販されている書籍（共著を含みます）。 

　なお、テキスト類は除きます。 

2. 提出していただくもの 

　①出版物の現物（福岡大学図書館または広報課へ 

　寄贈するか、返却を希望するかを明記してください）　 

　②内容の要旨（200字程度） 
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活
字
離
れ
が
す
す
む
今
だ
か
ら
こ
そ
、 

見
直
し
た
い
書
物
と
い
う
知
の
泉
。 

本
学
関
係
者
の
新
刊
本
を
紹
介
し
ま
す
。 

悪
性
腫
瘍
の
と
ら
え
か
た 

眼
で
み
る
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
の
病
態
生
理 

（株）文光堂
2005年3月刊
定価7,350円（税込）

　
日
本
人
は
一
生
の
間
に
２
人
に
１
人
が
癌（
悪
性
腫

瘍
）に
罹
患
し
、3
人
に
1
人
が
癌
で
死
亡
す
る
。
従
っ

て
、ど
の
分
野
の
医
療
者
も
癌
に
遭
遇
す
る
機
会
は
多

く
、癌
の
生
物
学
的
特
性
、臨
床
像
、治
療
や
治
療
に
関

連
し
た
患
者
の
反
応
を
理
解
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
。

　
本
著
は
こ
れ
ら
を
図
や
表
を
多
用
し
、分
か
り
や
す
く

ま
と
め
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

田
村 

和
夫 

医
学
部
教
授 

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
経
済
学
入
門 

　
経
済
学
は
と
か
く
難
し
く
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。

数
学
を
使
っ
て
厳
密
な
議
論
を
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の

理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
本
書
で
は
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
株
価
、

金
利
や
金
融
の
仕
組
み
、為
替
レ
ー
ト
の
決
ま
り
方
や

国
際
貿
易
な
ど
、日
々
、新
聞
や
テ
レ
ビ
を
に
ぎ
わ
せ

る
経
済
事
象
に
つ
い
て
、気
軽
に
読
み
な
が
ら
そ
の
意

味
や
動
き
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
展
開
し
た
。

　
ま
た
、現
代
の
マ
ク
ロ
経
済
学
や
財
務
理
論
ま
で
、

労
せ
ず
し
て
そ
の
感
覚
を
つ
か
ん
で
も
ら
う
工
夫
も
施

し
て
あ
る
。
各
章
に
２
つ
ず
つ
あ
る
コ
ラ
ム
は
問
題
と

解
説
の
形
式
に
な
っ
て
お
り
、数
値
例
を
使
っ
た
頭
の

体
操
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
読
者
の
理
解
が
深
め
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、特
に
教
養
課
程
や
学
部
初
年
度
の
経
済

学
教
育
に
携
わ
る
皆
さ
ん
に
も
本
書
を
読
ん
で
い
た

だ
き
、本
書
の
よ
う
に
日
米
の
国
際
経
済
比
較
を
通

じ
て
経
済
知
識
を
伝
え
る
方
法
の
有
効
性
な
ど
に
つ

い
て
も
議
論
が
で
き
れ
ば
嬉
し
い
と
考
え
て
い
る
。

山
　 

好
裕 

経
済
学
部
教
授 

（株）ミネルヴァ書房
2004年11月刊
定価2,100円（税込）

田村和夫 著山　好裕 著

生
存
余
命
と
定
期
金
賠
償 

統
計
を
用
い
た
人
の
寿
命
と 

定
期
金
支
払
い
に
よ
る
損
害
賠
償 

　
従
来
、自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
被
害
者
が
死
亡
す

る
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
も
、近
時
は
救
急
医
療
技
術
の

進
歩
に
よ
り
一
命
を
取
り
留
め
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

き
た
。
し
か
し
、こ
れ
に
よ
っ
て
寝
た
き
り
な
ど
の
重
度

後
遺
障
害
被
害
者
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

き
て
い
る
。

　
本
書
で
は
、こ
れ
ら
の
被
害
者
に
対
す
る
介
護
費

用
損
害
の
賠
償
方
法
と
し
て
、従
来
の
一
時
金
方
式
か

ら
定
期
金
方
式
へ
の
転
換
を
提
案
し
、そ
の
具
体
的
な

推
進
策
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。佐野 

誠 

法
学
部
教
授 

吉本智信・佐野 誠 共著
（株）自動車保険ジャーナル
2005年5月刊
定価4,830円（税込）

損
害
保
険
市
場
論 

　
わ
が
国
の
損
害
保
険
業
界
は
明
治
初
頭
以
来
百

年
余
の
歴
史
を
も
ち
、今
や
米
国
に
次
い
で
世
界
第

二
位
の
巨
大
な
市
場
と
な
っ
た
。
し
か
し
、近
時
の
市

場
自
由
化
に
よ
っ
て
、こ
の
業
界
は
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
本
書
で
は
、こ
の
よ
う
な
わ
が
国
の
損
害
保
険
市

場
の
現
状
を
様
々
な
角
度
か
ら
検
証
し
、こ
の
市
場
が

抱
え
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
分
析
・
考
察
し
て
い
る
。

佐
野 

誠 

法
学
部
教
授 

松浦 茂・佐野 誠 共著
（財）損害保険事業総合研究所
2005年4月刊
定価2,500円（税込）

附属大濠高等学校・中学校

［教育職員］

教　頭

教　諭

　〃

広瀬　信雄

冷川　昌彦

森　　五郎

（中  学  校）

（高等学校）

（　　〃　　）

スポーツ科

福 大 ト ピ ッ ク ス  

福 大トピックス  

平成17年度 福岡大学特待生が決定 
　平成17年度の福岡大学特待生が決定しました。この特待生制度は、学業成績ならびに品行の特に優秀な学生を表彰し、 

奨学金（文系学部の授業料相当額）を授与するもので、本年度は88人が選ばれました。皆さん、おめでとうございます！ 

学　部 

商
学
部 

第
二
部 

氏　　名 氏　　名 
前田　佑介 伊万里商業
村岡　次郎 佐賀北
河野　郁子 博多女子
藤山　佳具 龍谷
テイ　キョ゙ウタン 丹東市師範学校
チョウ　ショウズイ 太原理工大学軽紡行程与美術学院
姫野　綾子 大分東
　　　　　
谷　洸二 東福岡
御手洗　幸子 福岡女子
北崎　宏 福岡西陵
木村　智子 長崎北陽台
山本　達郎 大村　　
羽場　淳一 福岡大学附属大濠　　
井上　綾子 筑紫
宮崎　義史 福岡大学附属大濠
石橋　朋果 鞍手
上田　亜実 東明館
糸柳　英治 福岡中央
永尾　真史 太宰府
青木　英樹 鹿島　　
久保田　寛丈 浮羽
泉井　裕行 五島
山口　清隆 福岡大学附属大濠　　
佐藤　裕太 筑前　　　　　　　　
明石　彩 武蔵台　　　　　　　
松尾　亮一 武雄　　　　　　　　
吉丸　俊和 城南　　　　　　　　
樋口　明 長崎東　　　　　　　
中井　美紀 中津南　　　　　　　
進藤　崇史 西南学院　　　　　　
清水　郁 成蹊　　　　　　　　
進藤　温子 修猷館　　　　　　　
橋本　就子 修猷館　　　　　　　
畑山　さや香 筑紫丘　　　　　　　
橋本　三佳 高千穂　　　　　　　
村地　和成 弘学館　　　　　　　
西村　亜紀子 小倉　　　　　　　　
有元　明恵 福岡　　　　　　　　
浦田　奈々美 城南静岡　　　　　　
安田　幸司 大嶺　　　　　　　　
柴田　聡子 玄洋　　　　　　　　
波止元　貴士 三原　　　　　　　　
菱井　修平 桜宮　　　　　　　

川上　毅 宗像
永濱　実里 松陽
松本　知子 長崎東
坂井　美可子 福岡中央
橋本　絵梨子 松山西
福嶋　諭子 鹿本
溝上　華奈 広島文教女子大学附属
川崎　珠実 安古市
柳屋　友里 福岡中央
横枕　佳代 八女
河村　央輔 鞍手
山代　南海 都城西
喜屋武　恭子 宮崎西
村上　太郎 武蔵（都立）
旭田　泰紘 城南
能津　佳世 サビエル
木村　眞生 長府
熊川　康世 暁星国際
竹中　真理子 福岡中央
得利　一貴 宇部フロンティア大学付属香川
恒吉　謙次 福岡中央
岩瀬　浩幸 武雄
田中　孝樹　 中津南
佐野　友祐 福岡西陵　　　　　　
ケン゙　シュ゙ホウ 大連市第四十八中学
諌山　裕一 田川　　　　　　　　
今橋　宣隆 呉三津田　　　　　　
井上　晃一 西南学院　　　　　　
結城　隆太 福岡　　　　　　　　
大江　佑三子 宇部　　　　　　　　
横水　元気 東筑　　　　　　　　
石橋　幸恵 久留米　　　　　　　
田中　真梨 筑紫丘　　　　　　　
山田　千穂 福翔　　　　　　　　
木島　孝多朗 萩　　　　　　　　　
片江　健太 龍谷　　　　　　　　
盛島　可奈絵 宮古　　　　　　　　
井上　里佳 福岡中央
藤澤　奈津江 博多女子　　　　　　
田中　健伸 久留米商業　　　　　
岩崎　憲太郎 佐賀東
早田　愛 福岡海星女子学院　　
葉山　文子 博多女子　　
久木田　要 鹿児島工業　　　　　
　　　　
　　　　　　　

人
文
学
部 

法
学
部 

商
学
部 

商
学
部 

学　部 出　身　高　校 出　身　高　校 

理
学
部 

経
済
学
部 

工
学
部 

医
学
部 

薬
学
部 

ス
ポ
ー
ツ 

科
学
部 

※注

※注：本人の希望により氏名等の掲載はしておりません。
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「
梅
雨
、鬱
々
と
し
た
　天
気
の
よ
う
に
。
」
 

ヘルシー モーニング レシピ 
Healthy Morning Recipe

栄養たっぷりブロッコリーをヨーグルトソースで夏をヘルシーに！ 

感
受
性
の
鋭
い
時
期
に
あ
り
が
ち
な
心
の
悩
み
や
不
安
。  

皆
さ
ん
は
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。  

そ
う
、誰
だ
っ
て
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。 

○
こ
の
記
事
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
セ
ン

タ
ー
の
事
例
と
意
見
を
も
と
に
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

で
す
。
文
中
の
H
く
ん
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
特
定
の

モ
デ
ル
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

【材料】4人分 
ブロッコリー ・ トマト ・ シメジ ・ きゅうり……………適宜  
ヨーグルト ・ マヨネーズ ・ 
ウイスキー ・ 塩コショウ・塩 

適量 

　
H
く
ん
の
場
合
は
、軽
い「
う
つ
状
態
」

で
し
た
。こ
れ
は
、ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ

か
け
で
誰
も
が
陥
る
可
能
性
が
あ
る

状
態
で
す
。
梅
雨
の
時
期
は
、じ
め
じ

め
と
う
っ
と
う
し
い
た
め
、よ
け
い
滅
入

り
が
ち
で
す
。
予
防
と
し
て
は
、質
の

良
い
睡
眠
を
十
分
に
と
る
こ
と
が
大
切
。

遅
く
と
も
夜
12
時
前
に
は
、眠
り
た
い

で
す
ね
。
そ
し
て
運
動
す
る
こ
と
、笑

う
こ
と
、汗
を
出
す
こ
と
、規
則
正
し

く
食
べ
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、一
人
で
悩
ま
ず
に
、当
セ
ン
タ
ー

に
相
談
す
る
の
も
対
処
法
の
ひ
と
つ

で
す
。

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
よ
り
一
言
 

 

う
つ
う
つ
 

1 湯に塩を少々入れてブロッコリーを茹
であげ、盆ザルに取り、水にさらさず自
然に冷まします。

2同じ湯でシメジをササッと茹でます。

3 皿に、短冊切りにしたきゅうりとトマトを
一緒にセンスよく盛りあわせて。

4ヨーグルトに同量のマヨネーズを混ぜて、塩
コショウし、ウイスキーを、野菜にかける。

●冷蔵庫に入れておけば、作り置きがきくので、多めに。プレーンヨーグ
　ルトを使いましたが、甘味のあるタイプでも、違った風味が楽しめます。

講
座
ご
案
内
 

男
子
学
生
の
た
め
の
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
講
座
 

自
己
表
現
講
座
 

　
H
D
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
」
、

「
自
分
ら
し
い
自
己
表
現
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
講
座
を
、夏
期

休
暇
中
に
実
施
し
ま
す
。オ
ア
シ
ス
と
学
生

課
に
も
講
座
の
案
内
ポ

ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
ま

す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

両
講
座
と
も
参
加
費

は
無
料
で
す
。
参
加
申

し
込
み
、お
問
い
合
わ

せ
は
、H
D
セ
ン
タ
ー
へ
。

電
話
も
し
く
は
来
室
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
「
思
い
や
り
と
や
さ
し
さ
と
責
任
」
を
テ
ー

マ
と
し
、「
性
の
健
康
」
、「
異
性
と
の
交
際

と
自
己
意
識
」
、「
性
と
生
」
な
ど
の
講
義

を
し
ま
す
。男
子
学
生
限
定
の
講
座
で
す
。

日
時
／
8
月
30
日（
火
）、31
日（
水
）

　
　
　
両
日
と
も
13
時
〜
17
時

講
師
／
松
尾
公
孝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
理

論
を
は
じ
め
と
し
、ア
サ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
使
わ
れ
る
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、楽
し
く
学

ぶ
講
座
で
す
。「
自
分
ら
し
い
自
己
表
現
」

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
9
月
7
日（
水
）、8
日（
木
）

　
　
　
両
日
と
も
10
時
〜
17
時

講
師
／
屋
宮
公
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

▲専門カウンセラーの松尾先生

　
そ
れ
は
梅
雨
に
入
っ
て
間
も
な
く
の

頃
で
し
た
。
2
年
次
生
の
H
く
ん
は
、身

体
の
だ
る
さ
、重
さ
を
覚
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。ど
こ
と
い
っ
て
悪
く
は
な

い
の
で
す
が
、寝
つ
き
が
悪
く
、目
覚
め

が
す
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
、な

に
も
や
る
気
が
な
く
な
り
、ぼ
ー
っ
と
し

て
い
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
も
と

も
と
几
帳
面
で
真
面
目
な
性
格
で
す
。

そ
の
よ
う
な
自
分
が
い
や
で
、自
己
嫌

悪
に
陥
り
、と
う
と
う
大
学
も
休
み
が

ち
に
な
り
ま
し
た
。
友
人
の
T
く
ん
は
、

H
く
ん
の
状
態
を
見
か
ね
て
、大
学
内

に
あ
る
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン

ト
セ
ン
タ
ー
」
の
こ
と
を
教
え
ま
し
た
。

「
ほ
ん
と
の
病
気
に
な
る
前
に
行
っ
て
み

ろ
よ
」
。
H
く
ん
が
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た

の
は
、予
約
し
て
1
週
間
後
の
こ
と
で

し
た
。
 

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、ま
ず
イ
ン
テ
ー
カ
ー

に
会
い
、今
の
症
状
を
話
し
ま
し
た
。
病

院
で
あ
り
が
ち
な
、問
い
詰
め
る
よ
う
な

風
で
は
な
く
、話
を
じ
っ
く
り
聴
い
て
く

れ
る
姿
勢
に
安
心
感
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
し
て
、専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
紹
介

さ
れ
、次
か
ら
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
相
談

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、今
ど
の
よ
う
な
状

態
で
、そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で

起
こ
っ
た
か
を
整
理
し
な
が
ら
聴
き
ま

す
。
H
く
ん
は
、6
月
の
初
め
に
さ
さ
い

な
こ
と
で
親
と
ケ
ン
カ
し
、そ
の
イ
ラ
イ

ラ
が
き
っ
か
け
か
も
し
れ
な
い
と
正
直
に

話
し
ま
し
た
。「
自
分
は
、ど
ち
ら
か
と

い
う
と
物
事
を
悪
い
方
に
考
え
、自
分

を
責
め
て
悩
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。」

と
気
づ
き
ま
し
た
。
H
く
ん
は
そ
れ
を
き
っ

か
け
に
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し
ま
し

た
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、自
分
の
感
情
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
く
れ
る
こ
と
が
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
の
で
す
。
 

　
「
問
題
を
整
理
し
て
、今
の
状
態
を

認
め
る
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
よ
」
。カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
は
H
く
ん
に
言
い
ま
し
た
。「
そ

れ
か
ら
具
体
的
な
対
処
法
を
一
緒
に
考

え
よ
う
」
。
H
く
ん
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、

ゆ
っ
く
り
と
焦
ら
ず
に
何
回
も
話
し
合

い
ま
し
た
。

　
H
く
ん
は
ま
ず
、生
活
の
リ

ズ
ム
を
き
ち
ん
と
つ
く
り
、睡

眠
を
十
分
に
と
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
寝
つ
き
が
良
く
な
る

よ
う
に
、昼
間
に
軽
い
運
動
を

行
い
、食
事
も
1
日
3
回
と

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。し
ば
ら

く
す
る
と
身
体
の
調
子
が
良

く
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
 

　
H
く
ん
は
ま
た
、自
分
を

責
め
る
こ
と
、物
事
を
悪
い
方

に
考
え
る
こ
と
な
ど
を
止
め
、

自
分
の
良
い
と
こ
ろ
を
探
し
、

物
事
を
良
い
方
に
考
え
る
よ
う
に
努
め

ま
し
た
。

　
本
格
的
な
夏
が
始
ま
る
頃
、H
く
ん

は
よ
く
笑
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
運

動
で
汗
を
流
し
、友
人
の
T
く
ん
た
ち

と
も
キ
ャ
ン
パ
ス
で
元
気
に
話
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
H
く
ん
の
梅
雨
も
、ど
う

や
ら
明
け
た
よ
う
で
す
。
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今
 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 禁
煙
教
室
レ
ポ
ー
ト 

　
4
月
22
日
、本
学
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
第
一
回
「
禁
煙
教
室
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
禁
煙
を
希

望
す
る
学
生
を
対
象
に
し
た
も
の
で

す
。
教
室
は
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
診

療
所
長
の
浅
野
喬
教
授
に
よ
る
、ス

ラ
イ
ド
を
映
写
し
な
が
ら
の
ス
ピ
ー

チ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。「
禁
煙
に
は

三
つ
の
要
諦（
よ
う
て
い
）が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
自
分
の
ニ
コ
チ
ン
の
依
存
度
を

測
る
こ
と
。二
つ
め
は
禁
煙
を
始
め
る

日
を
し
っ
か
り
決
め
る
こ
と
。
三
つ
め

は
、な
ぜ
禁
煙
を
始
め
た
い
の
か
理
由

を
明
確
に
し
、そ
れ
を
決
し
て
忘
れ

な
い
こ
と
で
す
。
さ
あ
、失
敗
を
恐
れ

ず
に
始
め
ま
し
ょ
う
」
。
 

　
そ
の
後
、希
望
者
に
は
医
師
問
診
後
、

禁
煙
補
助
剤（
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
）が
処

方
さ
れ
、禁
煙
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の

説
明
や
個
別
指
導
が
看
護
師
に
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
禁
煙
実
行

者
に
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で
支
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
人
が
「
た
ば
こ
の

な
い
健
康
な
生
活
」
を
実
現
し
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
、頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
 

 
ま
た
、5
月
17
日
か
ら
23
日
に
か
け

て
、喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

も
行
わ
れ
ま
し
た
。一
日
に
4
回
、本

学
教
職
員
と
学
生
の
代
表
者
が
キ
ャ

ン
パ
ス
内
を
巡
回
し
、指
定
区
域
外
で

の
喫
煙
や
歩
き
タ
バ
コ
な
ど
を
注
意

し
な
が
ら
、所
々
に
捨
て
ら
れ
た
吸
殻

を
回
収
し
ま
し
た
。
今
回
で
4
回
目

と
な
り
ま
す
が
、回
を
重
ね
る
に
つ
れ

喫
煙
者
の
マ
ナ
ー
も
改
善
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、喫
煙
マ
ナ
ー
の
さ
ら
な
る
向

上
を
目
指
し
て
、喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
今
後
も
定
期
的
に
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
う
ど
ん
15
円
、お
か
ず
20
円
、ラ
イ
ス
20
円
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
50
円
…
。
昭
和
38
年
の
学
生
食

堂
の
メ
ニ
ュ
ー
と
価
格
で
す
。当
時
学
食
は
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
1
カ
所
し
か
な
く
、メ
ニ
ュ
ー
も
そ

れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
頃

の
卒
業
生
に
お
話
を
聞
く
と
「
学
食
で
思
い
出

に
残
る
メ
ニ
ュ
ー
は
″う
ど
ん
″か
な
」
と
い
う
言

葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
。シ
ン
プ
ル
な
食
堂
で
し

た
が
、と
て
も
安
く
、ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
メ
ニ
ュ
ー

は
学
生
た
ち
の
強
い
味
方
で
し
た
。

　
学
食
は
昭
和
12
年
頃
、福
岡
高
等
商
業
学

校
時
代
に
は
、す
で
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

70
年
近
い
伝
統
を
持
つ
施
設
な
の
で
す
。

　
平
成
17
年
現
在
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
食
堂
・

レ
ス
ト
ラ
ン
は
全
部
で
11
。メ
ニ
ュ
ー
も
多
彩
で
、

選
ぶ
楽
し
み
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に

第
一
食
堂
の
う
ど
ん
は
1
3
0
円
、ラ
イ
ス
90

円
、カ
レ
ー
ラ
イ
ス
2
3
0
円
…
。
安
さ
と
ボ

リ
ュ
ー
ム
に
お
い
し
さ
も
加
え
て
、学
食
は
今

も
学
生
た
ち
の
強
い
味
方
で
す
。

野外実習教育キャンプ（4日・5日）

ウオッシュバン大学（米国）研修生受け入れ
（1日～17日）

交換留学生募集（豪州・中国・中国〔台湾〕・韓国）
（6日～20日）

普通救命講習会（11日・18日）

父母懇談会（12日広島、18日宮崎、19日熊本、
25日北九州、26日松山）

特待生表彰（30日）

学術文化発表週間（20日～25日）

蔚山大學校（韓国）・東義大學校（韓国）
研修生受け入れ（27日～7月15日）

父母懇談会（2日佐賀）

前期授業終了（22日）

前期定期試験（23日～8月3日）

夏季休業開始（4日）

交換留学生派遣（英国・米国・仏国・ブラジル）

海外研修生派遣（韓国）（4日）

海外夏期英語研修生派遣（英国）（5日）

オープンキャンパス＆進学説明会（6日）

夏期セミナー（22日～28日）

夏季休業終了（13日）

後期授業開始（14日）

海外研修生募集（米国・豪州）（14日～26日）

海外春期中国語研修生募集（中国）
（14日～26日）

交換留学生受け入れ

アジア圏協定校研修生受け入れ
（中国・中国〔台湾〕・韓国・インドネシア・ネパール・フィリピン）
（17日～28日）

学園祭
〔七隈祭・医学祭〕
（30日・11月2日～6日）

2

禁
煙
へ
の
前
向
き
な
気
持
ち
を
後
押
し
。  

さ
あ
、
み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。  

 

　たばこの害についてスライド説明。全員が熱心に見入る 
　健康管理センター診療所長の浅野 喬教授 
　禁煙指導を受ける学生。強い決意をもって 

頑張るぞ！宣言 

長濱　祐輔さん（左）
人文学部英語学科4年次生

日置　健悟さん（右）
法学部法律学科4年次生

僕は皮膚が弱いんです。タバコが悪い影響

を与えているのではないかと思い、禁煙を考

えていました。今日は決断の良いきっかけになっ

たと思います。とにかく頑張ってみます。 

タバコをやめると体力がつくかな、と思

い教室に参加しました。お話を聞いて、

これは禁煙しなきゃ、と決意したところ

です。学園通信に出るなら、いよいよ

失敗できませんね（笑）。いいモチベー

ションになりました。

2
枚
の
写
真
か
ら
 

「
福
大
学
生
食
堂
」
 

1

1

2

3

2

3

今
後
の
「
禁
煙
教
室
」
の
予
定
 

●
学
生
対
象
／
7
月
・
10
月
・
1
月

●
教
職
員
対
象
／
9
月
・
12
月
・
3
月

▲写真：福岡大学大学史資料室

あ
の
頃
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第
1
回
3
大
学
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
に
あ
た
り
、福
岡
大
学
を

代
表
し
、ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
先
ず
は
じ
め
に
、本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
に
際
し
、ご
理
解
・
ご
協
力
を

頂
い
た
蔚
山
大
學
校
総
長
お
よ
び
ル
ー

ヴ
ァ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
長
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
ま
た
、3
日
間
に
わ
た
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
企
画
・
実
施
に
ご
尽
力
頂
い
た

各
大
学
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り

感
謝
い
た
し
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
し

て
い
た
だ
く
先
生
方
お
よ
び
ご
出
席

の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

　
さ
て
、ル
ー
ヴ
ァ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大

学
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、蔚
山
大
學
校

や
福
岡
大
学
はFarE
ast

で
あ
り
ま
し
ょ

う
。一
方
、蔚
山
大
學
校
や
福
岡
大
学

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、ル
ー
ヴ
ァ
ン
・
カ

ト
リ
ッ
ク
大
学
はF

arW
est

で
あ
り

ま
す
。 

こ
の
こ
と
は
、2
種
類
の
地
図
、

す
な
わ
ち
太
平
洋
中
心
の
地
図
と
大

西
洋
中
心
の
地
図
を
用
意
す
る
と
よ

く
分
か
り
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
で
、2
0
0
4
年
、E
U
は

新
た
に
バ
ル
ト
3
国
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
な

ど
の
加
盟
に
よ
り
、共
通
通
貨
ユ
ー
ロ

の
導
入
を
は
じ
め
と
し
て
経
済
統
合

を
目
指
し
ま
し
た
。

　
一
方
、ア
ジ
ア
地
域
に
目
を
転
じ
て

み
る
と
、経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

展
す
る
な
か
、ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
韓

国
、中
国
、台
湾
、A
S
E
A
N
、お
よ

び
日
本
を
中
心
と
し
た
経
済
統
合
が

進
み
、相
互
依
存
関
係
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。ひ
い
て
は
ア

ジ
ア
と
E
U
が
相
互
関
係
を
構
築
し

て
世
界
経
済
の
先
導
的
役
割
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
時
代
・
社
会
が
変
化
す

る
な
か
、今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

「
E
U
と
ア
ジ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
、3
大

学
の
先
生
方
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
「
E
U
と
ア
ジ

ア
」
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
各
大
学
の
ロ
ー
カ
ル
に
根
ざ
し
た

優
れ
た
学
術
文
化
・
伝
統
歴
史
な
ど

を
発
信
し
て
い
た
だ
き
、そ
し
て
、相

互
に
刺
激
し
合
い
理
解
を
深
め
る
こ

と
に
よ
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
な
が
る

有
意
義
な
機
会
に
な
る
こ
と
を
確
信

し
て
お
り
ま
す
。
 

　
最
後
に
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
と
3
大

学
の
ま
す
ま
す
の
発
展
、そ
し
て
、3

大
学
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
、そ

れ
ぞ
れ
の
国
と
国
と
の
交
流
が
一
層
の

深
み
と
広
が
り
を
持
つ
こ
と
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。
 

真
摯
な
学
術
交
流
と
温
か
な
心
の
交
流
が
 

F
U
K
U
O
K
A
で
花
開
い
た
。
 

「3大学合同シンポジウム」開催  
 本学の海外協定校であるルーヴァン・カトリック大学（ベルギー）と蔚山

大學校（韓国）、さらに福岡大学による「3大学合同シンポジウム」が5月1
日～3日の3日間にわたり、本学文系センター棟で開催されました。 

歓
　
迎
　
挨
　
拶 

福
岡
大
学
学
長
　
山
下 

宏
幸 

シ ン ポ ジ ウ ム  
発 表 テ ー マ と 
発 表 者 氏 名  

5
月
1
日（
日
） 

■
「
現
代
芸
術
 

　
―
西
洋
と
東
洋
の
交
差
点
で
―
」

　
ル
ー
ヴ
ァ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

　
哲
学
・
文
学
部
教
授

　
ベ
ル
ナ
ー
ル
ス
テ
ヴ
ェ
ン
ス
 

■
「W

hy S
hakespeare A

gain in

　 the 21st
C
entury?

」
 

　
蔚
山
大
學
校
国
際
交
流
院
長

　
陳
　
廣
現
 

■
「
禅
の
思
想
と
抽
象
芸
術
 

　
―
ド
ゥ
ブ
レ
、ク
ラ
ン
、禹
煥
―
」
 

　
ル
ー
ヴ
ァ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

　
″イ

マ
ジ
ネ
ー
ル
″研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
 

　
オ
リ
ヴ
ィ
エ
ア
ム
ー
ル
＝
マ
イ
ユ
ー
ル
 

■
「
北
朝
鮮
の
核
問
題
と
日
本
の
戦
略
」
 

　
蔚
山
大
學
校
政
治
外
交
学
科
教
授

　
李
　
命
守
 

■
「O

ne M
oney for E

urope?

」
 

　
福
岡
大
学
経
済
学
部
教
授

　
マ
リ
ウ
シ
ュ
コ
ン
ラ
ッ
ド
ク
ラ
フ
チ
ッ
ク
 

■
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
済
共
同
体
 

　
構
想
の
行
方
〜
何
を
共
有
す
る
の
か
」
 

　
福
岡
大
学
商
学
部
助
教
授

　
松
永
　
達

5
月
2
日（
月
） 

■
「
日
本
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
 

　
―
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
、イ
メ
ー
ジ
、 

　
借
用
表
現
―
語
彙
論
的
、 

　
辞
典
編
纂
法
的
概
説
」
 

　
ル
ー
ヴ
ァ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

　
哲
学
・
文
学
部
教
授

　
ジ
ャ
ン
＝
ル
ネ
ク
ラ
ン
 

■
「
グ
ル
ー
プ
英
語
研
修
の
効
果
分
析
」
 

　
蔚
山
大
學
校
英
米
語
文
学
部
教
授

　
安
　
璋
允
 

■
「
様
々
な
テ
ク
ス
ト
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
く
 

　
―
日
本
人
は
ど
の
よ
う
に
 

　
取
り
組
む
の
か
―
」
 

　
ル
ー
ヴ
ァ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

　
哲
学
・
文
学
部
教
授

　
フ
ラ
ン
シ
ー
ヌ
テ
ィ
リ
ヨ
ン
 

■
「
法
の
継
受
と
そ
の
定
着
」
 

　
福
岡
大
学
副
学
長

　
新
関
　
輝
夫
 

■
「
西
欧
か
ら
の
衝
撃
に
対
す
る
 

　
韓
日
両
国
の
対
応
 

　
―
基
督
教
の
受
容
問
題
を
中
心
に
―
」
 

 
蔚
山
大
學
校
政
治
外
交
学
科
教
授

 
柳
　
鐘
善

■
「
ク
ロ
ー
デ
ル
的
極
東
 

　
│
エ
グ
ゾ
テ
ィ
ス
ム
と
自
己
の
発
見
│
」

　
ル
ー
ヴ
ァ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

　
哲
学
・
文
学
部
教
授

　
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
 ジ
ャ
ッ
ク
 

■
「
E
U
の
労
働
力
移
動
政
策
と
ア
ジ
ア
」
 

　
蔚
山
大
學
校
法
学
科
教
授

　
呉
　
文
玩
 

■
「
市
場
と
国
家
の
弁
証
法
」
 
 

　
蔚
山
大
學
校
経
済
学
科
教
授

　
金
　
勝
錫
 

 　
国
際
的
な
学
術
交
流
を
目
的
と
し

た
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
3
大
学
合

同
と
い
う
初
め
て
の
試
み
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
「
E
U
と
ア

ジ
ア
―
政
治
・
経
済
、法
学
、言
語
・
文

化
の
視
点
か
ら
―
」
を
総
合
テ
ー
マ
に
、

ル
ー
ヴ
ァ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
、蔚
山

大
學
校
、福
岡
大
学
の
研
究
者
が
、そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
講
演
。
熱
心
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
5
月
1
日
・
2
日
の
会
場
は
本
学

文
系
セ
ン
タ
ー
棟
4
階
・
第
四
会
議
室
。

初
日
、山
下
宏
幸
学
長
の
挨
拶
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
幕
が
開
き
ま
し
た
。

福
岡
大
学
か
ら
は
、新
関
輝
夫

副
学
長
、ク
ラ
フ
チ
ッ
ク
経
済
学

部
教
授
、松
永
達
商
学
部
助
教

授
が
研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
中
は
、真
剣
に
講

演
に
耳
を
傾
け
、討
議
を
行
う

参
加
者
も
、昼
食
や
コ
ー
ヒ
ー
ブ

レ
イ
ク
の
時
は
和
気
あ
い
あ
い
。

国
際
的
な
心
の
交
流
の
輪
が
広

が
り
ま
し
た
。
 

　
5
月
3
日
は
、会
場
を
文
系

セ
ン
タ
ー
棟
・
国
際
会
議
室
に

移
し
、田
中
国
際
セ
ン
タ
ー
長
の

司
会
で
総
合
討
議
を
開
催
。
午

後
に
は
ル
ー
ヴ
ァ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク

大
学
、蔚
山
大
學
校
か
ら
の
参

加
者
を
「
ど
ん
た
く
」
で
に
ぎ
わ

う
博
多
の
街
に
案
内
し
自
由
に

見
学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
夕

方
に
は
歓
送
会
が
行
わ
れ
、3

大
学
間
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
3
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ

た
「
3
大
学
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で

は
多
く
の
収
穫
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
 

　
今
後
は
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
機
に
、

世
界
各
国
の
協
定
校
と
の
、さ
ら
な

る
学
術
交
流
、そ
し
て
人
と
人
と
の

心
の
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　福岡大学新関副学長
　ルーヴァン・カトリック大学 　
　ベルナール ステヴェンス：哲学・文学部教授
　蔚山大學校
　陳　廣現：国際交流院長
　ルーヴァン・カトリック大学　
　ジョルジュ ジャック：哲学・文学部教授

1
1
2

3

4

2

3

4
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情報化 
基本構想 
プロジェクト 

　
こ
れ
ま
で
の
図
書
館
は
、書
物
を
中
心
と
し

て
、資
料
、情
報
資
源
を
収
集
・
蓄
積
・
提
供
す

る
機
関
で
あ
り
、大
学
図
書
館
も
ま
た
書
物
を

中
心
に
そ
の
研
究
・
教
育
・
学
習
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
、現
在
は
情
報
資
源
、情
報
形
態
、

通
信
手
段
な
ど
が
大
き
く
変
化
し
、発
展
し
て

い
ま
す
。
図
書
館
に
も
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経

由
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ジ
タ
ル
情
報
資
源
に

対
し
て
高
速
で
網
羅
的
、体
系
的
に
情
報
収

集
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、図
書
・
雑
誌

な
ど
印
刷
さ
れ
た
資
料
の
利
用
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、電
子
図
書
館
機
能

を
強
化
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
図
書
館
環
境
を
整
え
、ハ
ー
ド

と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
複
合
的
サ
ー
ビ
ス
を
実

現
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、迅
速
・
正
確
・
網
羅
的
な
学
術
情
報

ア
ク
セ
ス
を
実
現
す
る
、高
度
で
快
適
な
研
究
・

教
育
、学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
を
用
意
し
、皆
さ

ん
の
正
課
教
育
の
サ
ポ
ー
ト
や
学
内
I
T
化

に
伴
う
キ
ャ
ン
パ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能

の
充
実
、生
涯
教
育
や
社
会
教
育
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
、学
内
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
強
化
な
ど
、

利
用
者
主
体
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
シ
ス
テ
ム（
サ
ー

ビ
ス
）の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

人に優しい情 報 環 境の 実 現を目指して   

情 報 化 基 本 構 想 

図
書
館
シ
ス
テ
ム
編 

電
子
図
書
館
機
能
強
化
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
な
サ
ー
ビ
ス
を
！  

 

なるほど、新システム！ 

あなただけの情報 
マイポータルを 
構築。 

情報サービス室の設置、 
各種Webデータベースの 

説明会など 
情報リテラシー教育を 

支援 

　
今
ま
で
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
は
、図
書
・

雑
誌
の
利
用
を
中
心
に
ほ
と
ん
ど
が
「
図

書
館
に
来
て
か
ら
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
」
で
し

た
。
し
か
し
、電
子
図
書
館
機
能
の
整
備
・

強
化
に
よ
っ
て
こ
れ
か
ら
は
「
い
つ
で
も
、ど

こ
で
も
、そ
こ
が
図
書
館
」
と
い
う
も
の
に

変
わ
る
で
し
ょ
う
。

（
2
0
0
5
年
9
月
か
ら
順
次
導
入
予
定
）

利用手続きの 
ワンストップ 
サービスを 
開始！ 

図書館システム編　　教育研究システム編 

必要なとき、いつでも、どこでも。 

　
教
育
研
究
シ
ス
テ
ム
は
、本
学
キ
ャ
ン
パ
ス

I
T
化
構
想
の
基
幹
を
な
す
も
の
で
す
。
言

い
換
え
れ
ば
す
べ
て
の
分
野
の
I
T
シ
ス
テ
ム

に
関
わ
る
も
の
で
す
。

　
本
学
の
超
高
速
L
A
N
は
F
U
T
U
R
E

（F
ukuoka U

niversity T
elecom

m
uni-

cation 
U
tilities 

for 
R
esearch 

and 

E
ducation

）の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す

が
、今
回
の
I
T
化
構
想
で
は
、こ
の
F
U-

T
U
R
E
の
発
展
型
、F
U
T
U
R
E
3
の

各
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
が
基
本
に
な
り
ま
す
。
 

○
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム  

　
本
学
の
教
育
・
研
究
・
医
療
・
事
務
の
各
業

務
を
支
え
る
基
本
情
報
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
機

能
を
実
現
し
ま
す
。 

○
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム  

　
研
究
目
的
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
環
境
、電

子
メ
ー
ル
、W
e
b
な
ど
の
各
種
情
報
処
理
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
 

○
情
報
処
理
教
育
シ
ス
テ
ム  

　
P
C
実
習
室
な
ど
の
P
C
、付
属
設
備
、各

サ
ー
バ
か
ら
構
成
さ
れ
、情
報
処
理
教
育
や
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
に
利
用
で
き
る
教
育
環
境
を

提
供
し
ま
す
。
 

　
た
と
え
ば
、Ｐ
Ｃ
教
室
で
は
１
人
に
１
台
の
パ

ソ
コ
ン
、2
人
に
１
台
の
中
間
モ
ニ
タ
、天
井
に
設

置
さ
れ
た
大
型
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、そ
し

て
教
室
前
面
に
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
、

こ
れ
ら
に
教
材
が
提
示
さ
れ
ま
す
。ま
た
、印
刷

は
す
べ
て
カ
ラ
ー
出
力
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

教
育
研
究
シ
ス
テ
ム
編 

必
要
な
と
き
、24
時
間
ア
ク
セ
ス
で
き
る
！ 

Ｉ
T
社
会
に
お
け
る
 

モ
ラ
ル
も
学
ん
で
ほ
し
い
。 

　
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
り
、皆
さ
ん
は

I
T
化
社
会
を
学
生
時
代
か
ら
実
感
・
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

現
在
進
め
て
い
る
、プ
リ
ン
タ
ー
全
機
の
カ

ラ
ー
化
、P
C
教
室
の
環
境
改
善
、e
ラ
ー

ニ
ン
グ
教
材
の
開
発
な
ど
、ハ
ー
ド
＆
ソ
フ
ト

の
充
実
が
逐
次
実
現
す
れ
ば
、そ
の
機
会
は

ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
私

ど
も
は
、そ
の
機
会
を
利
用
し
て
I
T
化

社
会
の
基
本
的
モ
ラ
ル
も
修
得
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
21
世
紀
社
会
に
は
必

要
不
可
欠
な
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。
 

ワーキンググループリーダー

吉村賢治 工学部教授 

無線LANで、 
学内ネットワーク 

コミュニケーション機能を 
充実！  
 

全文検索・多言語検索 
横断検索、 

電子ジャーナルサイトへの 
リンク機能強化など 
情報検索機能が充実 

なるほど、新システム！（授業と学習） 

ロビーの 
大型プラズマディスプレイで 
PC教室の空き状況を 

事前に確認 

1人に1台の 
パソコンで 
学習のスピード 
アップ 

机上の 
中間ディスプレイで 
室内のどの席でも 
同じ環境 
 

全教室の 
パソコンの 

システム環境を 
全て統一 

パソコンからの印刷を 
遠隔出力。 
広大な 

キャンパス環境にも 
対応 

天井に設置された 
プラズマディスプレイで 
豊富な情報表示を 

実現 

Information

前期定期試験開始後、
夏季休業終了までは 

キャンパス内のほとんどの
PC教室が利用できません。

※但し、一部利用できるものもあります。
　詳細は総合情報処理センターの
　ホームページをご覧ください。

Information

図書館システムは
8月1日（月）から
31日（水）まで
停止します。

●図書館ホームページ ＞＞＞ http://www.lib.fukuoka-u.ac.jp/●総合情報処理センターホームページ ＞＞＞ http://www.ipc.fukuoka-u.ac.jp/

※但し、貸出・返却など平常どおり
　サービスしています。詳細は図書館の
　ホームページをご覧ください。

ワーキンググループリーダー

高木秀人医学情報課長 

蔵書検索、 
購入依頼、新着案内、 

貸出・予約状況照会などの 
携帯電話サービスを実現！ 
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「在学生との懇談会」を開催 

　5月9日、福岡国際ホールにて「平成17年度在学生との懇談会」

が開催されました。これは、福岡大学同窓会社団法人有信会が昭

和38年から主催しているもので、今回は在学生220人余を含む総勢

約400人が参加しました。有信会からは井口理事長をはじめ、各理事、

一般会員のほか、各界各層で活躍中の会員も特別招待されました。

大学側からは菊池副学長、各学部長、教務部長、学生部長らの役

職者をはじめ、学術文化部会および体育部会の部長、監督らが出

席し、在学生は、学友会リ

ーダーを中心とした各クラ

ブの学生のほか、一般学生、

留学生なども出席しました。

　満場となった会場では、

先輩方にアドバイスをもら

う在学生の姿も見られるなど、

終始、和やかな雰囲気の

なかで懇談が続きました。

松藤康司工学部教授が「環境貢献賞」を受賞 

　5月14日、福岡国際ホールにて「ソロプチミスト日本財団『環境貢

献賞』受賞記念シンポジウム」が開催されました。これは、本学の松

藤康司工学部教授が同財団から『環境貢献賞』を贈られたことを記

念して行われたものです。

　松藤教授による、「紙おむつリサイクルシステムの意義と今後の

展望」と題した基調報告の後、「紙おむつのリサイクルとファッション」

をテーマに円卓会議も行われました。会場に詰め掛けた150人を超

える参加者は、紙おむつをリサイクルするという奇想天外な発想に感心

するとともに、身近な問題として真剣に聴き入っていました。

　なお、ソロプチミストとは1921年、米国カリフォルニア州オークラン

ドに誕生し、現在世界中で10万人の会員を有するボランティアグル

ープのことで、女性の地位向上、国際理解と親善・平和の推進、地

域社会への貢献を目的に、日本では約500クラブ、15,000人の会員

が活躍しています。

市民カレッジにオリンピック選手が激励に！ 

　5月28日、本学エクステンションセンターが開講している「キッズの

ための陸上教室」に、男子400ｍハードル日本記録保持者でアテネ

オリンピック代表の為末大選手が小学生たちを激励に来てくれました。

同日まで福岡大学で合宿しており、同講座の講師、山崎一彦スポー

ツ科学部講師と親交があったことから実現したものです。未来の

オリンピック選手を夢見て、スポーツの原点である陸上競技のあ

れこれに挑戦している子どもたちにはとても励みになりました。

工学部建築学科 
開設40周年記念講演会を開催 
 　工学部建築学科が昨年4月に開設40周年を迎えたのを記念して、
4月28日、「近作を語る」をテーマとした建築家、伊東豊雄氏による

記念講演会が831教室

で開催されました。建築

学科関係者のほか、同

学科同窓会『彗揚会』

の会員や一般参加者は

熱心に耳を傾けていました。

福岡大学創立75周年記念事業シンボルマークの募集 

　本学は2009年に創立75周年を迎えます。その記念事業を推進

するため「シンボルマーク」を募集中です。応募期間は7月29日まで。

応募資格は、在学生、ご父母、卒業生、職員です。入選者には賞

状と賞金が贈呈されます。詳細は本学ホームページをご覧ください。

なお、在学生の皆さんには、募集要項と応募受付BOXを学生課

に用意しています。

日本陸上競技選手権大会で優勝 

給費奨学生の授与式が行われる 

　6月13日、本学の給費奨学生への授与式が行われました。これは

返還義務のない奨学金を、「人物と学業ともに特に優れ、かつ経済

的理由のために修学困難な学生で、課外活動（学友会・資格取得・

ボランティア等）においても特筆すべ

き内容の活動を行っている者」を対

象に給付するもので、本年度は87人

の志願者の中から、学生部委員会

の選考により27人が採用されました。

　5月17日から23日にかけて、喫煙マナーアップキャンペーンが実施

されました。一日に4回、本学教職員と学生の代表者がキャンパス内

を巡回し、指定区域外での喫煙や歩きタバコなどを注意しながら、所々

に捨てられた吸殻を回収しました。今回で4回目となりますが、回を重

ねるにつれ喫煙者のマナーも改善され

ていることがうかがわれます。

　なお、喫煙マナーのさらなる向上を目

指して、喫煙マナーアップキャンペーン

は今後も定期的に実施される予定です。

「学生のための普通救命講習会」が開催される 

東京事務所が移転 

　6月11日・18日の両日、城南消防署にて「学生のための普通救命

講習会」が開催されました。内容は急性アルコール中毒、交通事故

時の応急手当など。応急手当、心肺蘇生の基礎知識に関する講義

の後、実際にダミー人形を使っての心肺蘇生法及び電気ショックを

与える機器AED（自動体外式除細

動器）の使用方法を学びました。本

学の学生たちは、いざという時の落

ち着いた判断・処置が生死を分かつ

ことを理解したようで、みな真剣に講

習を受けていました。

薬学部開設45周年記念講演会を開催 
　薬学部が本年、開設45周年を迎えたのを記念して、4月30日、例

年同時期開催の福岡大学市民カレッジ「薬学部卒後教育講座」が

記念講演会として開催されました。「福岡大学薬学部における教育・

研究の過去、現在、未来」をテーマに占野廣司薬学部教授が、「福

岡大学薬学部同窓生に望まれるこれからの薬剤師像」をテーマに

山田勝士鹿児島大学医学

部・歯学部附属病院薬剤部

長がそれぞれ講演を行いました。

会場となった薬学部棟（16

号館）では、その充実した設

備に感心しながらも、旧友と

の昔話に花を咲かせる卒業

生の姿があちらこちらで見受

けられました。

「花とくらしの絵コンクール」 
 表彰式が本学で開催 
　5月7日、「花とくらしのコンクール」の表彰式が本学の60周年記

念館（ヘリオスホール）にて開催されました。城南区「花みずき通り

商店会」が地域活性化の一環として、「花とくらし」をテーマにした絵

画を募集したところ1,180点の応募があり、当日は最優秀賞、花みず

き通り商店会会長賞、福岡大学

学長賞などの表彰が行われました。

　なお、応募作品は「花みずき

通り美術館」として、同商店街の

ほか、地下鉄七隈線「福大前」、

「七隈」、「金山」の各駅構内な

どに5月20日まで展示され、買い

物客らの目を楽しませていました。

喫煙マナーアップキャンペーンが行われる 

　今年の春の叙勲で、伊東正則名誉学長が瑞宝重光章を受けら

れました。これは同名誉学長が、長年にわたり高等教育と私学経営

の両面に携わり、本学の充実発展に貢献するとともに、福岡大学を

通じて教育界・地域社会の発展に寄与した功績によるものです。

伊東正則名誉学長が瑞宝重光章を受章 福岡大学病院が脳死肺移植の実施施設に認定 

　平成17年5月31日付、移植関係学会合同委員会は脳死肺移植の

実施施設として、新たに福岡大学を含む4大学の病院を認定しました。

　九州では福岡大学並びに長崎大学が認定施設となりました。移

植手術は、本院外科第二（白日高歩教授）の呼吸器外科グループ

により、今後、実施される見通しです。

　6月4日、「第89回日本陸上競技選手権大会」の女子400ｍ障

害決勝で、本学スポーツ科学部2年次生の櫻井里佳さんが57秒

99のタイムで見事優勝を、スポーツ科学部1年次生の澤田実希さ

んが4位に入りました。

また、男子110ｍ障害決

勝では、スポーツ科学部4

年次生の野元秀樹さんが

6位入賞を果たしました。

みなさん、おめでとう！

5月21日、本学の東京事務所が下記のとおり移転しました。

所 在 地：東京都港区虎ノ門二丁目9番14号 虎ノ門互助会ビル本館4階　電話番号：03‐3501‐6629（変更なし）

学長に優勝報告。左は山崎一彦陸上部助監督（短距離・障害）



32

く 

【
A
棟
と
国
際
交
流
会
館
】 
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福
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パ
ス

編
集
後
記
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こ
の
4
月
、広
報
課
へ
の
異
動
と
と
も
に
、学
園
通
信

（
F
D
）の
制
作
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ

ま
で
は
何
気
な
く
眺
め
て
い
た
程
度
で
し
た
が
、い
ざ
そ
の

制
作
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
と
、学
内
外
を
問
わ
ず
取
材

や
カ
メ
ラ
撮
影
に
出
掛
け
る
機
会
が
多
く
、新
た
な
経
験

の
毎
日
で
し
た
。

　
ま
た
、編
集
に
あ
た
っ
て
は
、取
材
に
快
く
応
じ
て
い
た

だ
い
た
O
B
の
近
藤
鉄
太
郎
氏
を
は
じ
め
、先
生
方
や
学

生
の
皆
さ
ん
、ま
た
、各
部
署
の
協
力
な
く
し
て
は
成
り

立
た
な
い
こ
と
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
関
係
者
の
方
々
に
、こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
何
も
な
い
状
態
か
ら
何
か
を
創
り
上
げ
る
と
い
う
の
は

思
っ
て
い
た
以
上
に
大
変
な
こ
と
で
す
。
学
内
で
の
催
事

や
出
来
事
を
、い
か
に
わ
か
り
や
す
く
、タ
イ
ム
リ
ー
に
読

者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
ま
さ
に
情
報
収
集
力
が

問
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、常
に

ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡

ら
せ
な
が
ら
、よ
り
多

く
の
学
生
の
皆
さ
ん

に
読
ん
で
い
た
だ
き
、

次
の
号
が
待
ち
遠
し

い
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
も
の
を
発
行

し
て
い
か
ね
ば
、と
身

の
引
き
締
ま
る
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

〒814-0180 
福岡市城南区七隈八丁目19-1 
 TEL092-871-6631（代） 
http://www.fukuoka-u.ac.jp/
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正門跡 

キャンパスのユニークスポットを、 
あまり知られていないエピソードを交えて紹介。 

これを読んだら行きたくなる！ 

　1942年頃、本学の前身の「福岡高等商業学校」時
代に造られた正門がキャンパス内に残っています。場所は、
西鉄福大前バス停から、さらに南に進んだ第一記念会
堂あたり。探検気分で探してみてください。

建学の碑 
　本学創立50周年記念事業の一環として建設された碑。
文系センター棟前庭に建っています。碑の石は、北海道
夕張産のチャート（堆積岩）。重量35トン。その優雅さと
大きさで、今後同様の石が産出することはないだろうと、
当時から言われていました。ところで建学の精神、皆さん
はもちろんご存知ですよね。

　
皆
さ
ん
の
学
生
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
相
談

に
応
じ
る
と
と
も
に
、本
学
が
教
育
の
一
環
と

し
て
推
奨
す
る
課
外
教
育
活
動
の
指
導
、助

言
に
あ
た
り
ま
す
。

　
3
階
に
は
、ヒ
ュ
ー
マ
ン
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン

ト
セ
ン
タ
ー（
Ｈ
Ｄ
セ
ン
タ
ー
）が
あ
り
、さ
ま

ざ
ま
な
心
の
悩
み
や
不
安
を
専
門
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
親
身
に
な
っ
て
受
け
止
め
、心
の
成

長
を
側
面
か
ら
支
援
し
ま
す
。
相
談
の
秘
密

は
堅
く
守
り
ま
す
の
で
、安
心
し
て
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

学
生
生
活
の 

全
般
的
な
相
談
に
応
じ
ま
す
！ 

知
っ
て
る
と
こ
ろ
、知
ら
な
い
と
こ
ろ
、広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
は
宝
の
山
。  

君
も
福
大
生
な
ら
す
べ
て
を
体
験
し
よ
う
。 

　
国
際
交
流
棟
は
、外
国
人
留
学

生
だ
け
で
な
く
日
本
人
の
男
女
学

生
も
入
居
で
き
ま
す
。
入
居
期
間

は
4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
の
1

年
間
。
た
だ
し
、1
年
間
に
限
り
延

長
を
認
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。バ

ス
・
ト
イ
レ
・
ベ
ッ
ド
・
冷
蔵
庫
・
エ
ア

コ
ン
な
ど
が
付
い
た
快
適
仕
様
。
な

に
よ
り
、国
際
交
流
を
日
常
生
活

の
中
で
経
験
で
き
る
の
が
大
き
な

魅
力
で
す
。
大
学
が
管
理
運
営
を

行
っ
て
い
る
の
で
、そ
の
点
で
も
安

心
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
厚
生
課
へ
。

女
子
学
生
も

入
居
で
き
る
個
室

　
本
学
創
立
60
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
建
設
さ
れ
た
Ａ
棟
。
地
下

２
階
、地
上
8
階
建
て
の
ス
ケ
ー
ル
が

大
き
な
建
物
で
す
。
延
べ
床
面
積
は

1
2,
0
5
0
　
。
大
小
合
わ
せ
て
57

の
教
室
が
あ
り
、一
度
に
約
5,
5
0
0

人
を
収
容
で
き
ま
す
。
地
階
に
は
商

学
部
事
務
室
と
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
事
務
室
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、商
学
部
事
務
室
で
は
、第
二

部
を
含
め
た
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
第
一
記
念
会
堂
や
一
般
グ
ラ
ウ
ン
ド

前
の
道
路
を
渡
り
、南
へ
坂
道
を
ゆ
っ

く
り
登
っ
て
約
5
分
ほ
ど
。 

　
豊
か
な
緑
の
中
に
建
っ
て
い
る
の
が

国
際
交
流
会
館
で
す
。
地
下
1
階
、地

上
4
階
の
国
際
交
流
棟
と
、地
下
1
階
、

地
上
3
階
の
合
宿
研
修
棟
・
管
理
棟

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
個
室
だ
け
で

1
0
0
室
も
あ
る
、全
国
の
大
学
で

も
珍
し
い
、イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
施

設
で
す
。 

の
び
の
び
過
ご
せ
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス

▲近藤鉄太郎氏を取材するFD編集スタッフ

　
Ａ
棟
に
は
皆
さ
ん
が
、授
業
時
間

外
も
の
び
の
び
と
過
ご
せ
る
よ
う
、

ロ
ビ
ー
、ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
パ
ブ
リ
ッ
ク

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。ど
れ
も

ゆ
っ
た
り
と
し
て
十
分
な
広
さ
。
こ

こ
で
語
ら
い
や
交
友
の
輪
を
広
げ
て

く
だ
さ
い
。

▲学生部事務室棟1Fにある学生課

Fine Dream

創
立
60
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
建
設
。

大
小
合
わ
せ
て
57
教
室
を
持
つ
。外

国
人
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
施
設
。

国際交流会館 Ａ棟

m2

「
学
生
課
」 


